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市
道
の
改
良
や
補
修
等

　
通
勤
や
通
学
な
ど
市
民
生
活
を
送
る
上
で
、

大
き
な
役
割
を
果
た
す
市
道
の
改
良
や
維
持

補
修
、
災
害
防
除
事
業
に
７
６
０
０
万
円
の

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

改
良
工
事
で
は
、
直
入
町
の
西
原
山
浦
線

や
飛
田
川
中
央
線
の
幅
員
が
狭
い
部
分
を
拡

幅
し
、
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
滑
瀬
片
ヶ
瀬
線
の
危
険
箇
所
を
掘

削
し
、
落
石
防
止
網
を
設
置
す
る
災
害
防
除

事
業
や
側
溝
、
路
肩
の
改
修
、
舗
装
の
補
修

を
行
う
道
路
維
持
補
修
事
業
も
あ
わ
せ
て
行

い
、
交
通
量
の
増
大
や
歩
行
者
の
安
全
に
配

慮
し
た
市
民
目
線
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

宮
城
分
館
補
修
も

　

宮
城
分
館
は
前
身
で
あ
る
宮
城
小
学
校
時

代
の
昭
和
33
年
。
瀧
廉
太
郎
を
主
人
公
と
し

た
映
画
「
荒
城
の
月
」（
猪
俣
勝
人
監
督
・
石

浜
朗
主
演
）
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
場
所
で
し

た
。
宮
城
地
区
で
は
、
宮
城
分
館
の
建
屋
を

改
修
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と

「
宮
城
分
館
を
蘇
ら
せ
る
会
」
を
発
足
し
ま
し

た
。

　
「
空
調
の
完
備
」
や
「
食
文
化
の
推
進
を
目

的
と
し
た
調
理
室
の
設
置
」、「
映
画
『
荒
城

の
月
』
資
料
展
示
室
の
設
置
」
な
ど
、
旧
宮

城
小
学
校
舎
の
面
影
を
残
し
な
が
ら
改
修
を

行
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
地
域
か
ら
生
ま
れ
る
〝
元

気
〟
を
後
押
し
す
る
事
業
と
な
る
で
し
ょ
う
。

分
館
や
各
地
域
の
公
民
館
補
修

　

各
地
区
に
あ
る
分
館
や
荻
、
直
入
地
域
の

公
民
館
を
補
修
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
拠
点
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

緊
急
経
済
浮
揚
対
策
で
活
力
を

市単独の　

竹
田
市
議
会
第
３
回
定
例
会
で
市
単
独
の
「
緊
急
経
済
浮
揚
対
策
」
に
係
る
予
算
案
が
９
月

５
日
に
提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
総
額
３
億
３
５
４
万
２
千
円
は
道
路
、
公
共
施
設
等

を
中
心
と
し
た
ハ
ー
ド
事
業
や
地
域
雇
用
再
生
特
別
基
金
の
ソ
フ
ト
事
業
に
幅
広
く
財
源
措
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
環
境
に
密
着
し
た
地
域
対
策
と
し
て
、
地
域
の
声
が
活
か
さ
れ
た
主
な
事
業
を
紹
介
し

ま
す
。

↑危険個所に落石防止
網が設置される滑瀬
片ヶ瀬線

←拡幅される直入町
の西原山浦線

↑分館の補修事業について話し合いを重ねる「宮城分館を蘇
らせる会」のみなさん

　（旧宮城小学校の面影を今に残す宮城分館にて）
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市単独の緊急経済浮揚対策で活力を

　

岡
本
分
館
の
屋
根
改
修
や
松
本
分
館
の
床

改
修
に
加
え
、
宮
砥
分
館
の
プ
レ
ハ
ブ
ト
イ

レ
設
置
工
事
、
玉
来
分
館
の
敷
地
整
備
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
荻
公
民
館
の
屋
根
補
修
や
冷
房
シ

ス
テ
ム
の
変
更
に
よ
っ
て
不
要
と
な
っ
た
機

具
を
撤
去
し
、
あ
わ
せ
て
冷
房
ガ
ス
回
収
を

行
う
直
入
公
民
館
チ
ラ
ー
（
空
調
設
備
）
撤

去
事
業
を
行
い
、
安
心
し
て
市
民
が
ふ
れ
あ

え
る
場
所
を
確
保
し
ま
す
。

遊
具
改
修
・
焼
却
炉
撤
去

　

市
内
玉
来
地
区
に
あ
る
綿
内
児
童
公
園
内

の
遊
具
と
、
下
矢
倉
団
地
や
七
里
団
地
、
桐

迫
住
宅
な
ど
７
つ
の
市
営
住
宅
内
に
あ
る
遊

具
の
改
修
に
３
０
０
０
万
円
を
超
す
予
算
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
朽
化
が
著
し
く
、
安
全
面
か
ら
も
憂
慮

さ
れ
て
い
た
遊
具
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
は
じ
け
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質

拡
散
を
防
ぐ
た
め
、
小
学
校
に
設
置
さ
れ
、

現
在
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
小
規
模
焼
却
炉

４
基
を
撤
去
し
、
児
童
や
周
辺
住
民
の
健
康

を
し
っ
か
り
と
守
り
ま
す
。

健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化

　

市
の
国
保
加
入
者
で
医
療
機
関
受
診
者
の

う
ち
、
半
数
以
上
が
生
活
習
慣
病
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　

代
表
的
生
活
習
慣
病
な
が
ん
、
脳
血
管
疾

患
、
心
臓
病
な
ど
は
、
血
管
の
老
化
が
原
因

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
か
ら
寝
た
き
り

な
る
高
齢
者
の
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

健
康
一
直
線
を
唱
え
、
温
泉
療
養
保
健
制

度
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
る
当
市
は
、
予
防

医
学
に
根
ざ
し
た
事
業
と
し
て
、
血
管
年
齢

測
定
器
と
骨
密
度
測
定
器
を
購
入
し
、
健
康

づ
く
り
の
意
識
を
高
め
、
医
療
費
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

①ハード分　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
№ 事業の内容 事業担当課 予算額

1 飲用水改善事業補助金 環境衛生課 3,000

2 健康度チェック事業
（血管年齢測定器購入ほか） 保　険　課 2,400

3 林道維持管理作業
（高伏木原線ほか） 農林整備課 1,258

4 道路維持補修事業
（平小仲尾線ほか） 建　設　課 24,000

5 道路改良事業（西原山浦線ほか） 建　設　課 38,500
6 災害防除事業（滑瀬片ヶ瀬ほか） 建　設　課 13,500
7 児童公園遊具改修事業（綿内公園）建　設　課 1,700

8 市営住宅遊具改修事業
（下矢倉団地ほか） 建　設　課 29,612

9 焼却炉（市内小学校）の撤去 教育総務課 5,000
10 宮城台小学校体育館防水補修事業 教育総務課 10,602

11 簡易宿泊所補修事業
（直入ドイツ村・コテージ） 生涯学習課 2,141

12 文化会館施設維持補修事業 文 化 会 館 13,654
13 中央公民館施設維持補修事業 中央公民館 1,812
14 分館施設補修事業（岡本分館ほか）中央公民館 2,516
15 宮城分館補修事業 中央公民館 45,000
16 分館周辺整備補助金 中央公民館 10,000
17 荻公民館大集会室屋根補修事業 中央公民館 500
18 荻みらい館補修事業 中央公民館 142
19 直入公民館チラー（空調設備）撤去 中央公民館 900
20 図書館収蔵庫補修事業 図　書　館 500
21 竹田分館（一味楼）施設改修事業 文 化 財 課 16,805

計 223,542

②ソフト分　　　　　　　　　　　　　 　   　（単位：千円）
№ 事業の内容 事業担当課 予算額

1 （新規）地域雇用再生特別基金 商工観光課 80,000

身近な緊急経済浮揚対策

注：NO.21は第３回定例会（６月補正）で措置しましたが、補助事業
の対象から外れたため、財源を今回の事業に振り替えたものです。

↑屋根の改修が行われる岡本分館

↑撤去される遊具（下矢倉団地）

↑昨年の健康づくり推進大会での血管年齢測定
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第３回川端康成記念講演会

岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
プ
レ
事
業　

第
３
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会

歴
史
は
未
来
を
知
る
た
め
に
あ
る

　

文
豪
・
川
端
康
成
氏
が
昭
和
27
年
に
竹
田
高
等
学
校
講
堂
で
講
演
を
行
っ

た
こ
と
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
講
演
会
も
３
回
目
。
今
年
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
松
平
定
知
氏
を
講
師
に
迎
え
、
９
月
14
日
、
竹
田
市
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
（
同
校
体
育
館
改
装
中
の
た
め
）
で
開
催
し
、
同
校
生
徒
や

一
般
入
場
者
約
９
５
０
人
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
講
演
会
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
京
都
造
形
芸
術
大

学
教
授
の
松
平
定
知
先
生
を
お
招
き

し
、「
過
去
を
誇
り
、未
来
に
憧
れ
る
」

と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
憧
れ
と
念
願
の
竹
田
の
地
に
降
り

立
つ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
松
平
先

生
。
講
演
の
冒
頭
に「
竹
田
市
は
美

し
い
自
然
に
囲
ま
れ
、
多
く
の
人
材

を
輩
出
し
た
、
日
本
原
風
景
と
い
っ

て
も
い
い
よ
う
な
景
色
に
囲
ま
れ
た

素
晴
ら
し
い
場
所
。
そ
う
い
う
竹
田

市
に
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
誇
り
に
思
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
故
郷
が
ど
ん
な

に
好
き
で
も
放
射
能
が
あ
ぶ
な
い
か

ら
入
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
場
所

が
今
こ
の
日
本
に
あ
る
。
美
し
い
故

郷
に
い
て
、
自
然
を
満
喫
で
き
る
と

い
う
こ
と
を〝
幸
せ
〟に
思
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
気
歴
史
番
組

「
そ
の
時　
歴
史
が
動
い
た
」を
は
じ

め
、
数
々
の
番
組
で
活
躍
さ
れ
て
き

た
松
平
先
生
は
竹
田
高
校
の
生
徒
た

ち
に
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
次
の
よ

う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

①
歴
史
と
い
う
の
は
、
過
去
を
知
る

た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
未
来
を

知
る
た
め
の
も
の
が
、
歴
史
な
の

で
あ
る
。

②
絶
対
と
い
う
言
葉
を
軽
々
し
く
使

う
大
人
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

③
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
持
つ
こ
と
。

　
歴
史
は
止
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
た

だ
の
過
去
に
な
る
。
歴
史
に
学
び
、

未
来
を
拓
く
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ

れ
た
講
演
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
歴

史
を
今
に
活
か
す
と
い
う
こ
と
」に

相
応
し
い
講
演
内
容
は
、
聴
く
者
の

心
を
つ
か
ん
で
離
さ
な
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

↑講演をする松平定知氏。次代を担
う高校生にとっては貴重な経験と
なったに違いない

　川端康成記念講演会にお越しいただきました市内吉田にお住
まいの吉良元二さんから１枚の貴重な写真をご提供いただきま
した。吉良さんは昭和27年当時、大分県種畜場（現在の大分県
畜産試験場）に勤められていて、川端康成氏らが訪問した時の
写真です（右から２番目が川端氏。１番左が吉良元二さん、当
時24歳）。ご本人のお手紙から抜粋してご紹介します。

☆
― 川端先生が当時の大分県種畜場に見えたのは、昭和27
年10月27日で丁度日曜日でした。当時久住町長だった工藤元
平さんのご案内で、同行者は２人だけでした。
　日曜日でしたので場員は殆ど休んでおり、私は伝書鳩の世話
と種畜場で直接人工授精を受けに牛を連れてくる人のために出
勤をしていました。川端先生の来場目的ははっきりとは判りま
せんが、当時は偉い方が久住に来れば、必ず種畜場に見学に連
れてきたようです。
　雄大な種牛の姿と可愛い伝書鳩が精液を輸送する姿を見に来
られたようです。このようなことから、あの写真は鳩舎をバッ
クにして撮られたと思われます……（以下割愛）

　当時、伝書鳩は各町村ごとに10羽を１群とし、１日１往復の
訓練をして使用。下竹田村を皮切りに最盛時には県下14か所の
市町村に鳩輸送を行っていました。交通の便が発達していない
頃、全国でも珍しい貴重な輸送手段だったそうです。
　その人工受精と伝書鳩による精液輸送を担当していた吉良さ
ん。この写真から鮮明な記憶とともに、文豪の面影がよみがえっ
てきたのでした。

大分県種畜場を訪れた文豪川端康成
↑講演後、質問をする会場の高校生

吉良元二さんの回顧録
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〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜

東
京
大
学
大
学
院 

工
学
系
研
究
科 

社
会
基
盤
学
専
攻 

助
教

尾
崎　

信

　
み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
東
京

大
学
景
観
研
究
室
で
助
教
を
し
て
お

り
ま
す
、
尾
崎
と
申
し
ま
す
。
私
は

一
昨
年
の
８
月
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
私
を
大
学
に
呼
ん
で
く
だ
さ
っ

た
内
藤
教
授
が
退
官
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
私
の
主
な
仕
事
は
キ
ャ
ン
パ
ス

計
画
で
し
た
。
竹
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
し
て
は
基
本
的
に
東
京
で
の
後

方
支
援
。
学
生
た
ち
が
楽
し
そ
う
に

竹
田
に
出
掛
け
て
行
く
後
ろ
姿
を
、

毎
度
羨
ま
し
く
見
て
お
り
ま
し
た
。

二
度
ほ
ど
竹
田
を
訪
れ
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
楽
し
く
充

実
し
た
時
間
が
、
羨
ま
し
さ
に
ま
た

追
い
打
ち
を
か
け
る
の
で
し
た
。

　

内
藤
教
授
が
退
官
さ
れ
た
の
は
、

今
年
の
３
月
で
す
。
奇
し
く
も
、
退

官
記
念
の
最
終
講
義
の
日
に
あ
の
震

災
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
震
災
後
、
現
地
調
査
が
続
き
、
そ

れ
が
一
段
落
し
た
５
月
末
か
ら
、
私

た
ち
景
観
研
は
岩
手
県
大
槌
町
で
復

興
支
援
の
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

街
の
中
心
部
が
壊
滅
的
な
状
況
に

あ
っ
た
大
槌
町
で
、
私
た
ち
は
と
に

か
く
住
民
が
集
ま
っ
て
話
が
出
来
る

場
所
、
元
気
が
出
る
場
所
を
つ
く
る

こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

屋
台
で
す
。
屋
台
を
つ
く
っ
て
、
そ

こ
に
人
が
集
え
る
広
場
を
つ
く
る
ア

イ
デ
ア
を
住
民
団
体
の
代
表
者
に
持

ち
か
け
ま
し
た
。
す
ぐ
に
意
気
投
合

し
、
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
資
金
が
無
い
中
で
の
計
画

で
し
た
の
で
、
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
屋
台
を
設

置
す
る
場
所
、
そ
こ
に
敷
設
す
る
砕

石
、屋
台
の
木
材
、加
工
、食
材
な
ど
、

ど
れ
も
地
元
住
民
の「
つ
て
」で
次
々

と
集
ま
っ
て
行
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
全
て
、
善
意
で
提
供
さ
れ
た
無
償

の
も
の
で
す
。
そ
し
て
７
月
24
日
、

大
槌
の
壊
滅
し
た
市
街
地
の
中
心
に

温
か
い
屋
台
の
灯
り
が
と
も
り
ま
し

た
。

　
こ
の
屋
台
の
広
場
は
、
街
の
原
型

で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
人
が
集

い
、
語
り
、
笑
い
、
励
ま
し
合
う
。

仲
間
が
来
れ
ば
手
を
挙
げ
て
歓
迎

し
、
肩
を
た
た
き
握
手
を
し
て
別
れ

を
惜
し
む
。
街
と
は
つ
ま
り
、
人
と

人
が
繋
が
る
場
、
人
が
居
ら
れ
る
場

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
竹
田
で
の
活
動
が
本
格
化
す
る
直

前
に
体
験
し
た
こ
の
出
来
事
の
意
味

を
よ
く
か
み
し
め
、
初
心
に
戻
っ
て
、

竹
田
で
の
情
感
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 22

竹
田
雑
感

荻
地
域
審
議
会
が
市
長
に
答
申

施し

策
さ

く

に
生
か
さ
れ
る
地
域
の
声

　

竹
田
市
の
４
地
域
の
地
域
審
議
会
に
対
し
、
平
成
23
年
５
月
26
日
に
市
長
か

ら
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
荻
地
域
審
議
会　

衛
藤
俊
文
会
長
、
猪
野
一
男

副
会
長
か
ら
首
藤
市
長
に
答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

荻
地
域
審
議
会
で
は
、
５
月
26
日
の
諮
問

後
、
３
回
の
審
議
会
を
重
ね
答
申
を
ま
と
め
ま

し
た
。
荻
地
域
に
対
す
る
諮
問
内
容
は
、

１
．「
地
域
の
問
題
に
対
し
て
、
今
そ
し
て
未

来
に
向
け
て
必
要
な
施
策
」
に
つ
い
て

２
．「
荻
庁
舎
の
あ
り
方
～
場
所
・
エ
リ
ア
～
」

に
つ
い
て
で
す
。答
申
内
容
は
次
の
と
お
り
。

１
．「
地
域
の
問
題
に
対
し
て
、
今
そ
し
て
未

来
に
向
け
て
必
要
な
施
策
」
に
つ
い
て

①
荻
地
域
を
含
む
市
の
南
西
部
地
域
を
対
象
と

す
る
救
急
車
の
支
所
地
域
内
へ
の
配
置
を
要

望
す
る
。

②
買
物・通
院
弱
者
へ
の
支
援
体
制
の
確
立（
小

売
店
舗
の
誘
致
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
・
移
動
購
買
車
等
へ
の
支
援
）
を
要
望
す

る
。

③
農
業
の
人
材
育
成
の
た
め
の
事
業
創
設

（
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
後
継
者
育
成
）
を
要
望

す
る
。

④
土
地
利
用
型
農
業
（
露
地
野
菜
）
に
対
す
る

支
援
と
小
規
模
圃
場
整
備
（
大
区
画
化
）
へ

の
交
付
金
に
よ
る
支
援
を
要
望
す
る
。

⑤
公
的
融
資
制
度
（
農
業
、商
業
、工
業
）
に
対

す
る
利
子
補
給
に
よ
る
支
援
を
要
望
す
る
。

２
．「
荻
庁
舎
の
あ
り
方
～
場
所
・
エ
リ
ア
～
」

に
つ
い
て

①
荻
支
所
は
福
祉
健
康
エ
リ
ア
に
移
転
す
る
。

な
お
、
支
所
跡
地
の
有
効
活
用
と
他
の
遊
休

施
設
の
有
効
活
用
を
図
ら
れ
た
い
。

　

農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
荻
地
域
に
お
い

て
、
何
が
必
要
な
施
策
な
の
か
審
議
会
委
員
の

意
見
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
審
議
会
委
員
だ
け
で
は
な
く
、
広
く

地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
く
た
め
、
農
業
後
継

者
と
の
意
見
交
換
会
や
農
業
関
係
団
体
の
代
表

の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ

な
声
を
参
考
意
見
と
し
審
議
会
に
反
映
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
答
申
を
も
と
に
、
出
さ
れ

た
意
見
を
今
後
の
施
策
と
し
て
実
施
で
き
る
か

を
判
断
し
、
事
業
化
が
可
能
な
も
の
か
ら
予
算

化
し
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
荻
支
所
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
答
申
を
受
け
、

さ
ら
に
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
荻

地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
最
終
的
に
支
所

を
ど
う
す
る
の
か
市
の
方
針
を
決
定
す
る
予
定

で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
荻
支
所　
☎
６
８—

２
２
１
１

←荻地域審議会では、活発に審議が
　重ねられました

市長に答申書を手渡す衛藤会長と猪野副会長→
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健康一直線・こころの健康づくり

特
集
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
②　

〜
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と
〜

温
あ
た
た

か
く
寄よ

り
添そ

い
な
が
ら

じ
っ
く
り
と
見み

守
ま

も

る

　

近
年
、
自
ら
命
を
絶
つ
人
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
原
因
の
一

つ
に
う
つ
病
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
９
月
号
に
て
お
伝
え
し
ま
し

た
。
今
月
号
は
治
療
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

あなたの「こころ」は元気ですか？
～こころの健康度チェック～

◆最近２週間のあなたの様子についてお答えください。
【Ａ項目】

□毎日の生活に充実感がない
□これまで楽しんでやれていたことが

楽しめなくなった
□以前は楽にできていたことが、おっ

くうに感じられる
□自分が役に立つ人間だと思えない
□わけもなく、疲れたような感じがする

【Ｂ項目】
□死について何度も考えることがある
□気分がひどく落ち込んで、自殺につ

いて考えたことがある

　
う
つ
病
は
、
発
症
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
ス
ト
レ
ス
か
ら
離
れ
、
十

分
な
休
養
を
と
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
脳
内

の
神
経
伝
達
物
質
の
働
き
が
悪
く
な

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
う
つ
病
が
起
こ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

薬
の
力
を
借
り
て
、
脳
内
の
バ
ラ
ン

ス
の
乱
れ
を
修
正
す
る
こ
と
で
う
つ

病
を
改
善
で
き
ま
す
。

　
治
療
の
期
間
は
、
働
き
な
が
ら
治

せ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
長
期
の
休
み

が
必
要
に
な
る
場
合
、
ま
た
入
院
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
図

１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
正
常
な
状
態

か
ら
う
つ
病
が
悪
化
し
、
急
性
期
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
回
復
に
向
か

い
ま
す
。
ほ
ぼ
病
症
が
安
定
し
て
も
、

完
全
回
復
ま
で
再
発
予
防
の
た
め
６

か
月
か
ら
数
年
ほ
ど
は
投
薬
治
療
な

ど
を
続
け
ま
す
。
こ
の
間
、
回
復
ま

で
に
う
つ
病
を
ぶ
り
返
す「
再
燃
」や
、

回
復
後
に
新
た
に
別
の
ス
ト
レ
ス
に

よ
り
発
病
す
る「
再
発
」が
起
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
う
つ
病
は
良
く
な
っ

た
り
悪
く
な
っ
た
り
を
繰
り
返
し
な

が
ら
回
復
に
向
か
う
た
め
、
治
療
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
随
分
良
く

な
っ
た
と
思
っ
て
い
て
も
、
些
細
な

こ
と
で
も
再
燃
・
再
発
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
無
理
せ
ず
・

焦
ら
ず
・
じ
っ
く
り
と
病
気
の
治
療

に
専
念
し
、
自
分
の
精
神
状
態
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
薬
と

の
付
き
合
い
が
長
く
な
り
調
子
が
良

く
な
る
と
、
自
分
で
薬
を
減
ら
し
た

り
、
や
め
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
に
よ
り
再
燃
・
再
発
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
専
門
の

医
師
と
相
談
し
な
が
ら
、
病
気
の
程

度
や
生
活
習
慣
に
適
し
た
治
療
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。 

（
出
典
参
考　

大
分
県
精
神
保
健
セ

ン
タ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
う
つ
病
治
療.com

）
図１　うつ病の治療経過図（Kupfer DJ. 1991 より）

基
本
は
休
養
と

薬
物
療
法

（写真はイメージです）

　Ａ項目が２つ以上あるいはＢ項目が１
つ以上該当し、それが２週間以上毎日続
き、生活に支障がある場合は、市役所の
保健師等にご相談ください。
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大
腸
が
ん
の
罹
患
率
は
、
食
事

の
欧
米
化（
食
物
繊
維
の
不
足
・
高

脂
肪
食
）に
伴
っ
て
増
加
し
て
い
ま

す
。（
が
ん
部
位
別
罹
患
率　

男
性

３
位
・
女
性
１
位
）

　

た
だ
し
、
大
腸
が
ん
は
早
期
が
ん

の
状
態
で
見
つ
か
っ
た
場
合
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
確
率
で
助
か
り
ま
す
の

で
、
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
治
療

が
カ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
40
代
・
50
代
の
働

き
盛
り
の
世
代
で
増
え
て
い
ま
す
が
、

働
き
盛
り
の
世
代
の
大
腸
が
ん
検
診

受
診
率（
特
に
男
性
）は
、
低
く
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

大
腸
内
視
鏡
検
査
を

実
施
し
ま
す
！

　
大
腸
が
ん
検
診
と
し
て
一
般
的
に

行
わ
れ
て
い
る
の
は
便
潜
血
検
査
で

す
が
、
小
さ
い
が
ん
の
場
合
は
便
潜

血
が
陰
性
と
な
る
場
合
が
あ
り
、
必

ず
し
も
万
全
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
竹
田
市
で
は
大
腸
内
視
鏡
検

査（
Ｓ
状
結
腸
内
視
鏡
検
査
）の
受
診

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
大
腸
の
病
気（
が
ん
・
ポ
リ
ー
プ
）

の
６
割
～
７
割
が
直
腸
か
ら
Ｓ
状
結

腸
に
発
生
し
ま
す
。
全
大
腸
内
視
鏡

検
査
に
比
べ
て
、
短
時
間
で
苦
痛
も

少
な
く
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

※
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記

の
日
程
で
行
わ
れ
る
事
前
説
明
会

に
、
直
接
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

●
検
査
料
…
…
４
、０
０
０
円

竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎63-4810
荻支所いきいき市民課  ☎68-2211
久住支所いきいき市民課  ☎76-1111
直入支所いきいき市民課  ☎75-2142

今
月
の〔

食
育
〕レ
シ
ピ

石垣もち

〈材料〉６個分
　さつまいも　　　１５０ｇ
　小麦粉　　　　　１２０ｇ
　ベーキングパウダー　 小さじ１

　砂糖　  ３０ｇ
　塩　　  小さじ１／４
　水　　  50 ～ 60cc程度

〈今月の食材〉さつまいも

【作り方】
１．さつまいもは皮のままよく洗って１cmのサ

イコロ状に切る。水に浸してアクを取り、ざ
るに上げて水気を切る。

２．小麦粉、ベーキングパウダー、砂糖、塩を合
わせてふるっておく。

３．２の中にさつまいもを入れ、混ぜ合わせる。そ
こに水を回し入れ、ゴムべらでさっくりと混ぜ
る。水の量はその時々で変わるので、まず２／
３くらい入れて、後は様子を見ながら入れる。
練らないように、いもに生地がまとわりつき、
水分が少し足りないかなと思う程度で大丈夫。

４．アルミカップにつぎ分ける。蒸気の上がった
蒸し器に入れ、ふきんをのせて蓋をして、約
15 ～ 20分強火で蒸す。

　さつまいもの主成分はでんぷんなので太るイメージがあ
りますが、ビタミン・ミネラル類が豊富で、食物繊維も多
く含まれています。便秘解消に役立つだけでなく、血液中
のコレステロールや血糖値をコントロールする働きも期待
できます。
　また、生体膜を守り、ガン細胞の増殖を抑制すると言わ
れるβ－カロテン、糖質の代謝を助けるビタミンＢ１、若
返りのビタミンとも呼ばれるビタミンＥなども含まれてい
ます。
　さらに、豊富に含まれるビタミンＣは加熱調理しても壊
れにくいので、コラーゲン生成を助けたり、風邪の予防に
役立ちます。他にもカリウムが豊富で、体内の余分なナト
リウムを排出してくれます。

働
き
盛
り
の
世
代
に
忍
び
寄
る
大
腸
が
ん

健康一直線

注）申込み状況により健診日・会場が変更になり、ご希望にそえない場合があります。
　　ご了承ください。
　　（検査日時等の詳細は、事前説明会にて調整をいたします。）

場　　所 実施日 事前説明会
荻 福 祉 健 康 エ リ ア 10／27㈭ 10／17㈪　13:30〜
直入保健福祉センター 10／28㈮ 10／20㈭　13:30〜
久 住 保 健 セ ン タ ー 11／ ２㈬ 10／20㈭　10:00〜

竹田市
総合社会福祉センター

11／ ４㈮
10／17㈪　10:00〜11／ ７㈪

11／ ８㈫

２人に１人が
がんになります
平成16年がん対策情報セン
ター推計値

３人に１人が
がんで亡くなります

がん検診を
受けているのは
４人に１人です

平成19年国民生活基礎調査

平成20年人口動態統計

？こ の 現 状 を ど う 考 え ま す か

↑さいの目に切ったさつまいもが、ごつごつと
した石垣に見えることに由来。
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クローズアップくじゅう

『
第
１
回
九
州
ア
ル
プ
ス
駅
伝
大
会
』

久
住
高
原
を
走
る

　

８
月
27
日
、『
第
１
回
九
州
ア
ル

プ
ス
駅
伝
大
会
』が
久
住
高
原「
日
本

一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
コ
ー
ス
」で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
九
州
県
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に

青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
の
一
環
と

し
て
、
今
年
初
め
て
の
開
催
。
初
秋

を
迎
え
、
選
手
た
ち
は
久
住
高
原
の

爽
や
か
な
風
の
中
を
駆
け
抜
け
て
い

き
ま
し
た
。

　

続
く
９
月
11
日
に
は『
久
住
高
原

国
際
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
市
の
観
光
資
源
と
し
て
全
国

に
誇
る
べ
き
久
住
高
原
は
、
観
光
の

み
な
ら
ず
、
温
泉
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
や
日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

を
活
用
し
た
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
の
育

成
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
４
日
、
世
界
陸
上
男
子
マ
ラ

ソ
ン
で
日
本
人
最
高
の
７
位
入
賞
を

果
た
し
た
堀
端
宏
行
選
手（
旭
化
成
）

も
大
会
直
前
に
久
住
高
原
で
走
り
込

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
数
々
の
ア
ス

リ
ー
ト
が
結
果
を
残
し
た
訓
練
場
所

と
し
て
、
草
原
が
日
本
陸
上
の
聖
地

と
な
る
日
は
遠
く
な
い
未
来
で
す
。

↑応援の声を背に受けて、タスキをつなぐ選手たち。（第１回九州アルプス駅伝大会）

  

芸
術
と
文
化
の
薫
る
秋
の
訪
れ
。

久
住
地
域
の
文
化
団
体
が
所
属
す
る

「
久
住
文
化
協
会
」（
神
田
長
徳
会
長
・

12
団
体
）の
平
成
23
年
度
発
表
会
が

９
月
23
日
、
久
住
公
民
館
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
書
道
や
手
芸
、
能
面
な
ど
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
や
囲
碁
大
会
で
賑
わ
う
各

会
場
。

　
ま
た
、
大
ホ
ー
ル
で
は
、
太
鼓
や

コ
ー
ラ
ス
や
詩
吟
、
演
劇
舞
踊
等
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
。
各
団
体
は
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
訪
れ
た

会
場
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
久
住
地
域
で
は
個
性
豊
か
な
芸
術

文
化
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

↑久びさの演奏を楽しむ久住グリー
ンエコーズ

日
頃
の
成
果
を
披
露
し
、
交
流
を
深
め
る

根付きはじめる活きた芸術
アルテヴィーヴァ「こころのちから」公演

　今年で３回目の公演となる「アルテヴィーヴァコンサートＣＵ
ＯＲＥ（こころ）in 竹田」が８月28日、久住公民館くじゅうサン
ホールで催されました。
　瀧廉太郎記念声楽コンクール出身の渡邉弘樹（バリトン歌手）
を中心に、県内出身のアーティストが一堂に介し、オペラ「カプ
レーティ家とモンテッキ家より」やオペラ「トロヴァトーレより」
や瀧廉太郎の生涯を描く演劇などが行われました。
　また、市内の小中学生、高校生が夏休みに開催されたバレエ
や演劇、合唱のワークショップの成果を舞台で披露しました。

↑瀧廉太郎記念声楽コンクール
出身のバリトン歌手・渡邉弘
樹さん（写真右）

→
市内の子どもたちが舞台
でかわいい演技を披露
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　８月16日に開催した合同企業面接会（文化会館）を皮
切りに、3分野（健康づくり、地域福祉・介護、環境・エ
ネルギー）における各セミナーが始まりました。
　各セミナー参加者のアンケート調査によれば、講師、
内容共に大変好評で次回以降も引き続き参加したいとい
う声が多く聞かれました。今回の事業は竹田市の強力な
支援体制が構築されつつあり、協議会を構成する竹田市、
竹田商工会議所、九州アルプス商工会、竹田市社会福祉
協議会、竹田市医師会、竹田市観光ツーリズム協会、里
山保全竹活用百人会、竹田市農村回帰支援センターや、
事業の推進に欠くことのできない関係組織、団体との連
携が必須であり、何よりも主役である市民の皆様の積極
的な参加をお待ちしております。
　協議会では、本事業の目的や内容を広く市民の皆様に
ご理解頂きご参加頂くために、下記により公開セミナー
を開催します。是非ご来場ください。

★パッケージ事業「生き活き興起雇用創出大作戦！」
　公開セミナー
　テーマ　超高齢社会への挑戦！
　　　　　～このままでいいの？竹田市～
　日　時　10月22日㈯　13：00 ～ 16：00
　　　　　（基調講演・円卓会議）
　場　所　竹田市総合社会福祉センター　多目的ホール

★セミナー開催と募集のお知らせ
　　　　　高齢者のための健康運動インストラクター養

成セミナー　10月16日～ 10月26日
　　　　　暮らしのサポータースキルアップセミナー

（実技主体）　10月16日～ 11月13日
　　　　　環境・エネルギー企業化支援セミナー（事業

主向け）　10月７日
　　　　　ＢＤＦ（廃食用油）活用人材育成セミナー（求

職者・創業者向け）10月13日
　　　　　竹資源活用人材育成セミナー
　　　　 　（求職者・創業希望者向け）10月20日
詳しくは、http://taketa-syokuiku.org をご覧ください。
竹田市経済活性化促進協議会　☎62-2122

　平成10年５月、ぶどう園経営者E
エッケルト

ckertさんとG
グレックラー

löcklerさんの
ブドウ畑2耕地が、直入町に輸出するための耕地として直入
町に贈呈されました。そこで造られるドイツワインが直入町
でしか買えない「F

フ ロ イ ン ト シ ャ フ ト ス ワ イ ン

reundschaftswein」という特産品で、1年間1
万本以上輸入されています。そのときから直入とバート・ク
ロツィンゲンとの交流はさらに豊かになりました。更に合併
してからも交流が広がり、竹田市でもバート・クロツィンゲ
ンの萄栽培者W

ワ ス マ ー

aßmerさんの白ワイン（ミュラートゥルガウ）
と赤ワイン（バーガンディ）の２種類が販売されるようになり
ました。全国では竹田市しか手に入らない高級なドイツワイ
ンです。W

ワ ス マ ー

aßmerさんのワインは今年２賞を受賞し、ドイツ
全土で一番良い萄栽培者のリストにも属しています。
　 平 成19年 か ら 毎 年 バ ー ト・ ク ロ ツ ィ ン ゲ ン で「V

ヴ ィ ノ

ino 
C
ク ラ シ ッ コ

lassico」というワイン祭りが行われるようになりました。そ

こでW
ワ ス マ ー

aßmer()さんとG
グレックラー

löcklerさんの受賞したワインも提供さ
れました。
　今年の「V

ヴ ィ ノ

ino C
ク ラ シ ッ コ

lassico」はP
フ ェ フ ェ レ

fefferle副市長とマークグラフラー
地方の「ワイン姫」の開会を合図に、８月12日～ 14日まで行わ
れ、大成功を納めました。広いテントでライブの音楽を楽し
みながら、ワインを飲んだり、現地の名物を食べたり、時間
を過ごすお客さんは大満足でした。この成功を機に来年から
開催地を広げる予定です。この地方では毎年９月終わり頃か
ら収穫が始まるのですが、今年は天候のおかげで９月中旬か
ら始まりました。去年の「貧弱な」収穫と違って、豊かな収穫
になる見込みです。１ヘクタール当たり85 ～ 95ヘクトリッ
トル（１ヘクトリットル＝100リットル）の収穫量が期待でき
そうです（昨年：70ヘクトリットル）。特にミュラートゥルガ
ウ、グートエーデル、シルヴァナー
といった白ワインの収穫量が多そうで、
天気もよかったので良いヴィンテージ
になる見込みです。

バート・クロツィンゲンは
ブドウ収穫時期を迎えた

A  column  by claudia kehl

クラウディア・ケール
（国際交流員）

いきいき
興
起

厚生労働省　パッケージ事業

あなたが開ける  チャンスの扉！

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生き活き興起雇用創出大作戦！

姉妹都市 ドイツ
バート･クロツィンゲン コーナー

募集中

募集中

開　催

開　催

開　催
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市長コラム
〈第27回〉←東日本大震災から半年。久住高原で遥か遠い

故郷を思う被災者のみなさん。

　
９
月
11
日
は
震
災
か
ら
半
年
、
そ
し
て
米
国
の
同
時
多

発
テ
ロ
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
と
い
う
節
目
の
日
で
あ
り
ま

し
た
。

　
秋
の
風
渡
る
久
住
高
原
を
舞
台
に
、
大
分
県
に
避
難
さ

れ
て
い
る
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
る
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
県
下
に
避
難
さ
れ
て
お
ら
れ
る
25
世
帯
、
60

人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
久
住
高
原
の
風
と

光
と
青
い
空
を
満
喫
し
な
が
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
生
バ
ン
ド
の
歌
を
楽
し
む
や
ら
思
い
出

に
残
る
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
福
島
県
の
吉
田
勉
さ
ん
の
奥
様

が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、「
こ
の
山
な
み
、
そ
し
て
皆
さ
ん

の
や
さ
し
さ
を
体
い
っ
ぱ
い
に
受
け
て
、
ま
る
で
自
分
が

い
ま
ふ
る
さ
と
に
立
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」と

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
お
話
に
な
っ
て
い
た
姿
で
し
た
。

あ
ら
た
め
て
、
今
回
の
試
練
か
ら
人
と
し
て
の
原
点
、
暮

ら
し
の
あ
り
方
を
学
び
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
が
、
10
年
前
、
私
が
同
じ
よ
う
な
思

い
で
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
の
ひ
と
つ
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
歌
は
世
に
連
れ
世
は
歌
に
連
れ
と
い
う
け
れ
ど
、
食
べ

物
へ
連
な
る
思
い
出
は
多
い
。
今
の
時
期
な
ら「
田
北
君

の
川
魚
」だ
。
同
級
生
に
田
北
稔
君
と
い
う
友
だ
ち
が
い

た
。
彼
の
家
は
村
は
ず
れ
の
一
軒
家
。
彼
に
熱
心
に
誘
わ

れ
て
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
家

が
あ
る
の
か
、
率
直
に
そ
う
思
っ
た
。
彼
ら
だ
け
の
た
め

に
作
ら
れ
た
川
沿
い
の
道
を
た
ど
り
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に

彼
ら
だ
け
の
た
め
に
切
り
開
か
れ
た
小
道
を
上
が
っ
た
。

坂
の
上
の
狭
い
平
坦
地
に
艹稾
葺
き
の
平
屋
が
あ
っ
た
。
出

迎
え
て
く
れ
た
彼
の
後
ろ
に
は
、
彼
の
お
父
さ
ん
と
、
そ

し
て
彼
に
そ
っ
く
り
の
色
白
の
お
母
さ
ん
が
静
か
に
ほ
ほ

笑
ん
で
い
た
。
子
供
心
に
も「
人
格
者
」で
あ
る
こ
と
を
直

感
し
た
。
▼
彼
の
家
は
け
っ
し
て
裕
福
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
彼
の
弁
当
箱
が
教
え
て
く
れ
た
。
彼
は
弁
当
箱
に

手
で
覆
い
を
し
て
食
べ
て
い
た
。
家
庭
で
身
に
付
け
た
習

慣
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
人
に
見
ら
れ

た
く
な
い
恥
ず
か
し
さ
か
ら
だ
と
わ
か
っ
た
。
彼
の
弁
当

箱
に
は
、
い
つ
も
小
さ
な
川
魚
が
数
匹
並
べ
ら
れ
て
い
る

だ
け
だ
っ
た
の
だ
。
ご
く
ま
れ
に
白
い
ご
飯
が
詰
め
ら
れ

て
い
る
と
、
彼
は
と
き
ど
き
顔
を
上
げ
て
は
、
ほ
ん
と
う

に
う
れ
し
そ
う
に
笑
っ
た
。
そ
の
彼
に
、
一
度
だ
け
川
魚

を
せ
が
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
口
に

含
ん
で
み
て
驚
い
た
。
そ
の
川
魚
に
は
何
の
味
付
け
も
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
炭
火
で
焼
く
、
た
だ
そ
れ
だ
け

で
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
彼
の
家
の
都
合
が
見
え
た
。
言
葉

を
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
泣
き
た
く
な
る
よ
う
な
悲
し

み
に
包
ま
れ
た
ま
ま
、
私
は
視
線
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
田
北
君
は
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
集

団
就
職
で
三
重
県
に
行
っ
た
。「
今
年
こ
そ
は
帰
り
た
い

で
す
」。
彼
の
年
賀
状
を
手
に
す
る
た
び
あ
の
川
魚
の
味

を
思
い
出
す
。
あ
れ
か
ら
も
う
三
十
五
年
の
歳
月
が
流
れ

た
。
陽
炎
の
よ
う
に
ゆ
ら
め
く
遠
い
遠
い
思
い
出
だ
。

（
御
前
湯
日
記「
グ
ミ
の
頃
」か
ら
）

祝長寿　市内最高齢は106歳
　敬老の日（９月19日）に合わせて竹田市では、100歳を超える方を
訪ね、お祝いを述べるとともに記念品（肌着）を贈り、健康と長寿を
祝いました。
　９月22日、竹田市最高齢の工藤キミヱさん（106歳）が通う老人保
健施設ヴァル・ド・グラスくじゅうを訪問しました。
　工藤さんは、好き嫌いなく食事をきちんと３食召しあがり、体調
の良い時は庭の草取りもします。これが長生きの秘訣なのかもしれ
ません。
　106歳は県内でも13番目のご長寿。いつまでもお元気で。

く
じ
ゅ
う
高
原
に
被
災
者
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
『
よ
み
が
え
っ
た
記
憶
』

工藤キミヱさん（久住・向岳）を訪問

貧
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

　

  

ほ
ん
と
う
の
幸
せ
を
教
え
ら
れ
た
あ
の
日

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

↑「ありがとうございます」と笑顔でこたえる工藤
キミヱさん
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11月１日は、「おおいた教育の日」です！
平成23年度「おおいた教育の日」普及期間（10～11月の竹田市内の関連行事）

事業・行事名 主催者 実施日時 開催場所 概　　　　　　　　　要

南高祭 竹田南高等学校 ９月30日～
10月２日　 竹田南高等学校 10月1日は、展示、バザー、ステージ発表　　10月2日は、体育祭

大運動会 しらゆり幼稚園 10月8日 竹田南高校グラウンド 園児の楽しい運動会をおこない、家族の皆さんにも参加してもらう。

人権講演会及び親子ふれあい
集会 荻小学校ＰＴＡ 10月８日

10:30-15:00 荻小学校 県人権同和教育課の山崎講師による人権に関する講演会と親子ふれ
あい集会をおこなう。

子どものための優れた舞台芸
術体験事業演劇公演 文化庁 10月14日 荻総合福祉センター 劇団京芸巡回公演「陽気な地獄破り」

都野小学校努力遠足 都野小学校 10月14日
8:00-15:30 大船山 地域サポーター・保護者の方と一緒に登山

第65回瀧廉太郎記念全日本高
等学校声楽コンクール

竹田市・竹田市教育委員会・瀧
廉太郎記念音楽祭実行委員会

10月14日
　～ 16日 竹田市文化会館 声楽コンクール

健康・体力づくりオリエン
テーリング 竹田南高等学校 10月22日 竹田市街地 竹田の城下町の歴史探索

親子ふれあい遠足 菅生小学校 10月23日 菅生校区内 親子で一緒に菅生校区を歩く。目的地ではＰＴＡを中心にレクリ
エーション活動をおこなう。

南部小ふれあいフェスタ 南部小学校・ＰＴＡ 10月23日 南部小学校 授業公開・地域の方々等とのふれあい授業・バザー

竹田市駅伝大会 竹田市中学校体育連盟 10月25日 久住町の
マラソンコース

竹田市の全中学校が参加する駅伝競走大会。毎年多数の方が応援観
戦に来られる。

授業公開 都野小学校 10月25日
13:00-15:40 都野小学校 親子ドッジボール大会と人権講演会をおこなう。

ふれあい学級 直入小学校ＰＴＡ 10月27日 直入小学校 ・授業公開　　・地域の方々、祖父母、保護者との交流活動

音楽発表会 緑ヶ丘中学校生徒会・荻小
学校児童会

10月28日
13:50-14:30 荻小学校 緑ヶ丘中学校生徒と荻小学校児童で音楽の発表会をおこなう。

食彩祭り 宮城地区   宮城台小学校 10月30日 宮城台小学校 地域の皆さんにより「食彩祭り」が開催され、学校では授業公開をし
て、祭りにも参加する。

いも掘り集会 しらゆり幼稚園 11月上旬 竹田南高校付近の畑 全園児と竹田南高校生との交流を兼ねて、さつま芋の収穫をおこな
う。

瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 竹田教育振興協議会 11月1日 竹田市文化会館 竹田市の幼稚園・小学校・中学校・竹田支援学校が一同に会し演奏
発表会をおこなう。

第63回画聖「田能村竹田」をし
のぶ美術祭 竹田市・竹田市教育委員会 11月１日

　 ～４日
竹田市体育センター
ほか 入賞作品展示・表彰式

清掃登山 三重総合高等学校久住校 11月2日 黒岳 50年以上続けている。

努力遠足 竹田小学校 11月4日 市内 低学年・高学年に分かれて、秋の自然を満喫しながら歩く。

もみじ祭り 活性化事業連絡協議会 11月6日 城原小学校付近 城原小学校児童が学習活動で取り組んできた絵画や習字等の作品を
地域や敬老会の方に見てもらい、合唱、合奏も披露する。

久住地域人権教育総合推進研
究大会

文部科学省・大分県教育委
員会・竹田市教育委員会 11月8日

久住中学校・久住小
学 校・ 白 丹 小 学 校・
久住公民館

久住校区の小中学校及び公民館を中心に、３年間かけて人権教育の
推進をしてきた。その成果を授業公開等で実施する。

なかよしようちえん 竹田市公立幼稚園会 11月10日 南部小学校 公立幼稚園３園が集まって交流活動をおこなう。

ごみ０大作戦Ⅱ・学校公開日 菅生小学校 11月11日 禰疑野神社と七つ森
古墳公園

地域の方の授業参観の後に、みんなで一緒にゴミ拾いや文化財の清
掃活動をおこなう。

「協調学習」発表会 竹田市教育委員会 11月11日 竹田小学校 竹田市ＴＯＰ運動で東京大学と取り組んでいる「協調学習」の公開発表会

ふるさと振興祭 竹田市直入支所 11月13日 直入支所 直入地域のふるさと振興の催しがあり、その中で直入小学校の全校
児童が合唱の発表を行う。

祖父母学級 菅生小学校 11月15日 菅生小学校 小学校に児童の祖父母を招き、授業参観やレクリエーションの交流
活動をおこなう。

チャレンジ大会 白丹小学校 11月15日
10:30-12:00 白丹小学校 体育学習（マット運動）の発表会

小道研冬季研究会　（公開研究会）県小道研・岡本小学校 11月18日
10:30-16:30 岡本小学校 ・研究授業（１・２・６年生）　　・講演会

直入中学校文化祭 直入中学校 11月19日 直入中学校 学年劇・合唱・作品展示等。

竹田南部中学校文化祭 竹田南部中学校 11月19日 竹田南部中学校 学年劇・展示・合唱・吹奏楽部の演奏

四原一揆200年祭 荻町史談会 11月19日 荻総合福祉センター 文化８年に起こった四原一揆から200年にあたる今年、記念祭をお
こなう。緑ヶ丘中学校が演劇や絵画等の展示もおこなう。

緑ヶ丘中学校文化祭 緑ヶ丘中学校 11月20日 荻総合福祉センター 演劇、合唱の発表、絵画等や教科作品の展示

蛍雪祭（竹田中学校文化祭） 竹田中学校 11月20日 竹田中学校 総合的な学習の時間、文化的な活動の発表の場として、演劇、展示、
演奏などの発表をする。

学園祭 三重総合高等学校久住校 11月20日 三重総合高等学校久住校 農場生産物販売、バザー等

久住中学校文化祭 久住中学校 11月23日 くじゅうサンホール 人権劇、合唱、日本語・英語の弁論発表を企画。多数の観戦が見込
まれる。

城原っ子フェステｨバル 城原小学校 11月23日 城原小学校 児童全員で取り組んだ米の収穫祭・児童の学習発表会を行い、地域
とのふれあいを深める。

都野中学校文化祭 都野中学校 11月23日 都野中学校 学年劇・合唱・作品展示等

競歩大会 竹田高等学校 11月23日 竹田高等学校・長湯・久住 男子40Ｋｍ、女子20Ｋｍの競歩

竹田市中学校日本語弁論大会 竹田教育振興協議会 11月29日 直入公民館 市内中学生による日本語弁論大会

竹田市教育推進連絡協議会（事務局．竹田市教育委員会　☎ 63-4833）
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第65回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

思いを込める。
　「瀧廉太郎記念音楽祭」は瀧廉太郎を顕彰し、戦後間もない昭和22年に創設されました。
音楽祭のメインとなる声楽コンクールは平成４年に、それまでの「西部日本高校独唱コンクール」から「全日
本高等学校声楽コンクール」へ、全国規模の大会となり、平成17年に名称を「瀧廉太郎記念全日本高等学校声
楽コンクール」としました。今年は65回を数える歴史のある大会です。
　今年は65回大会を記念して上位３名に、瀧廉太郎最後のピアノ曲「憾」の楽譜（レプリカ）を贈呈します。
　また、瀧廉太郎賞として、ウィーン留学助成金〔１位600,000円、２位400,000万円〕を贈呈。ライプツィヒ賞

（瀧廉太郎が留学したドイツ・ライプツィヒ市から優勝者に贈呈）をはじめ、各後援団体から表彰されます。
　本選終了後、昨年優勝者、準優勝者が留学報告演奏会を行います（16日㈰12:30 〜）。若き声楽家の成長し
た姿をぜひ見届けてください。

瀧廉太郎記念音楽祭第65回記念協賛事業 

宮谷理香ピアノリサイタル
日　時　10月８日㈯　開場13:00　開演13:30
場　所　久住公民館くじゅうサンホール
入場料　大人：前売 1,000円(当日1,300円)　高校生以下:前売 500円（当日700円）〔全席自由席〕
◇子どもたちと連弾を披露します
　・「ハンガリー舞曲第５番」古嶋阿古（大分大学付属中学校２年）
　・「歩道のカフェテラス」渡辺　鈴（久住小学校４年）　
　・「ハンガリー舞曲第１番」甲斐良紀（久住中学校２年）
　・「キッティ (子猫)・ヴァルス」佐藤里沙（久住中学校２年）
●チケットお取り扱い・お問い合せ　久住公民館(☎76-0717)、竹田市中央公民館(☎63-2734)、
　　　　　　　　　　　　　　　　　荻公民館（☎68-2025）、直入公民館（☎75-2240）

18:30 ～
開会式、歓迎レセプション10　

月14日
㈮

13:00 ～
予選15日

㈯
11:00 ～
本選16日

㈰入場無料
●お問い合せ　瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール事務局
　　　　　　　☎0974-63-2734

主催　竹田市・竹田市教育委員会・大分県教育委員会・
　　　瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会 

三宅　里菜
福井県立三国高校
３年　　　　　　

仁紫　千晶
慶應義塾湘南藤沢
高等部３年　　　

澤地　　豪
東京音楽大学付属
高校３年　　　　

浦恩城美穂
クラーク記念国際
高校３年　　　　

井上　大聞
京都市立京都堀川
音楽高校３年　　

石橋　愛音
近江兄弟社高校
２年　　　　　

岡　　芙海
兵庫県立神戸高校
２年　　　　　　

鷹野　景輔
千葉県立船橋高校
３年　　　　　　

小野寺　正法
宮城県気仙沼高校
１年　　　　　　

原田　菜奈
北海道帯広柏葉
高校２年　　　

中田　栞菜
北海道夕張高校
２年　　　　　

全国から出場する高校生のみなさん

田井　友香
高松第一高校３年

田中　佑佳
高知県立高知丸の
内高校３年　　　

佐藤　千里
常盤木学園高校
３年　　　　　

崎濱　江梨
沖縄県立開邦高等
学校 2 年　　　　

西羽田成美
鹿児島県立松陽
高校３年　　　

日髙　花香
宮崎学園高校３年

渡辺　　楓
大分県立芸術緑丘
高校３年　　　　

木村　雄太
大分県立杵築高校
３年　　　　　　

井手　千晶
熊本県立第一高校
３年　　　　　　

縄田　舞奈
聖和女子学院３年

緒方　成美
佐賀女子短期大学付
属佐賀女子高校３年

深野　敦史
島根県立浜田高校
３年　　　　　　

大家　征也
明治学園中学高校
３年　　　　　　

木原　理菜
愛光高校　３年

小倉健太朗
徳島県立徳島北
高校２年　　　

本多　唯那
梅光女学院高校
３年　　　　　

山﨑　賀子
広島音楽高校３年

幸坂　優衣
岡山県立岡山城東
高校２年　　　　

上野　幸紀
石川県立金沢二水
高校３年　　　　

椿　　翔太
松柏学院倉吉北
高校３年　　　

田代　華菜
和歌山県立田辺
高校３年　　　
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最
後
に
、
セ
ン
タ
ー
で
歌
う
の
は
た
っ
た
ひ
と
り

「荒磯」「納涼」
「荒城の月」
「秋の月」

課題曲は、瀧廉太郎作曲から１曲を選択して歌唱します。

後援　文部科学省・大分県・社団法人全国高等学校文化連盟・社団法人ツーリズムおおいた・朝日新聞社・毎日新聞社・読売新聞西部本社・西日本新聞社
　　　大分合同新聞社・NHK大分放送局・OBS大分放送・TOSテレビ大分・OAB大分朝日放送・エフエム大分・ANA全日空・竹田商工会議所
　　　竹田ロータリークラブ・竹田ライオンズクラブ・瀧廉太郎会・竹田市観光ツーリズム協会・竹田市文化連盟（平成23年４月１日現在） 
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山
城
・
平
山
城
・
平
城
は
、
江
戸

時
代
の
軍
学
者
に
よ
り
地
形
に
よ
っ

て
分
け
ら
れ
た
城
の
分
類
法
で
す
。

　
山
城
は
、
敵
に
対
し
優
位
な
要
害

の
地
形
に
築
か
れ
た
も
の
で
、
堀
や

周
囲
に
土
塁
を
設
け
て
小
規
模
な
削

平
し
た
平
地
を
曲
輪
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
す
。
平
山
城
は
、
小
高
い
丘

の
上
に
縄
張
り
が
行
わ
れ
、
そ
の
城

の
麓
に
も
曲
輪
を
設
け
た
も
の
が
平

山
城
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
平
城
は
、

平
地
そ
の
も
の
に
築
い
た
城
で
す
。

　
岡
城
で
は
、
志
賀
氏
が
居
城
と
し

て
い
た
頃
に
は
、
山
上
の
城
は
主
に

防
御
施
設
で
あ
っ
て
敵
が
襲
来
す
る

と
城
に
立
て
籠
も
り
戦
い
に
備
え
る

様
式
の
城
で
し
た
。『
豊
後
国
志
』に

は
、「（
略
）嫡
孫
貞
朝
、
建
武
中
旧

堡
を
修
し
、
大
い
に
之
を
広
め
、
岡

城
と
称
す（
略
）」と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
の
遺
構
と
推
測
さ
れ
る

空
堀
が
、
古
大
手
門
櫓
外
側
や
西
の

丸
御
殿
西
側
に
あ
る
隅
櫓
お
よ
び
物

見
台
、
近
戸
門
か
ら
中
川
覚
左
衛
門

屋
敷
北
側
に
は
残
っ
て
い
る
の
を
確

認
で
き
ま
す
。

　
中
川
氏
の
入
封
後
に
は
、
西
中
仕

切
り
ま
で
の
高
石
垣
の
城
郭
に
約
２

年
間
の
歳
月
を
経
て
殿
舎
が
完
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
丸
は
、
標
高

３
１
８
㍍
の
天
神
山
に
築
か
れ
て

い
ま
す
。
西
御
郭
は
、
３
代
藩
主
久

清
が
岡
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
士
屋

敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
寛
文
４
年

（
１
６
６
４
）に
御
殿
を
普
請
し
ま
し

た
。
標
高
３
２
５
㍍
と
本
丸
よ
り
高

い
の
で
す
。
ご
隠
居
様
の
方
が
や
は

り
権
威
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
一
国
一
城
令
に
よ
っ
て
各
地
の
山

城
の
多
く
は
、
低
い
丘
陵
や
平
地
に

移
行
し
ま
す
。
し
か
し
、
岡
城
は
地

形
や
防
御
上
の
面
か
ら
中
世
的
様
式

を
受
け
継
い
で
、
平
山
城
・
平
城
の

建
築
様
式
を
取
り
入
れ
、
西
側
に
拡

張
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
岡
山
の
地
理
学
者
で

あ
る
古
川
古
松
軒
は
、
岡
城
の
こ
と

を「（
略
）海
内
三
嶮
城
の
最
上
と
称

せ
る
も
む
べ
な
り
。（
略
）」と『
西
遊

雑
記
』に
記
し
て
い
ま
す
。
岡
城
以

外
の
二
嶮
城
を
古
松
軒
は
ど
こ
の
城

と
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

（
佐
伯　
治
）

岡
城
は
、
山
城
か
、
平
山
城
か
？

岡城の魅力再発見 ③

竹田市民なら知っておきたい！

岡城遺産

　
９
月
２
〜
３
日
、
平
井
聖
東
京

工
業
大
学
名
誉
教
授
や
吉
田
博
宣

京
都
大
学
名
誉
教
授
な
ど
文
化
財

に
関
す
る
有
識
者
を
委
員
と
す
る

『
第
１
回
史
跡
岡
城
跡
公
開
活
用
検

討
委
員
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

11
月
末
を
も
っ
て
営
業
を
終
了

す
る
同
会
館
を
運
営
さ
れ
て
い
た

団
体
か
ら
、
来
年
２
月
に
は
更
地

に
し
て
返
却
さ
れ
る
土
地
を
含
め
、

史
跡
全
体
の
魅
力
を
い
か
に
創
出

す
る
か
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
議
で
は
、「
長
年
待
ち
望
ん
だ

メ
イ
ン
の
管
理
セ
ン
タ
ー
と
な
る

総
役
所
が
で
き
る
と
す
れ
ば
賛
同

で
き
る
」、「
外
部
か
ら
城
跡
を
望

む
視
点
場
を
調
査
し
整
備
し
て
は

ど
う
か
」、「
現
状
模
型
に
ホ
ロ
グ

ラ
ム
装
置
や
復
元
模
型
の
作
製
」、

「
学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
活
用
の

場
と
し
て
の
利
用
推
進
」な
ど
の
意

見
、
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
城
跡
に
訪
れ
る
観
光
客
が

ピ
ー
ク
時
に
比
べ
半
減（
約
７
万

人
）し
た
今
、
起
死
回
生
の
策
を
講

じ
る「
新
た
な
視
点
」を
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
ま
い
り
ま

す
。

岡城跡をどこから見せるかがポイント

↑覚左右門屋敷跡北側に残る空堀

↑史跡岡城跡調査整備委員会』

新
教
育
委
員
に
麻
生
裕
美
さ
ん

　大石裕子教育委員が退任され、平
成23年９月５日付で新たに麻生裕
美さん（竹田）が就任されました。任
期は平成25年６月５日までです。
　「これまでの図書館司書としての
経験を生かして、将来の竹田を担
う子どもたちのために誠心誠意頑
張っていこうと思っております。よ
ろしくお願い致します」

↑麻生裕美教育委員

総役所跡の写真を
探しています
　岡城跡の駐車場は、藩政をとり
まとめる総役所や裁許所・町村役
人控所・御詮議シラスの建物が
建っていました。
　昭和46年までは提灯谷側の道路
に沿って石垣が築かれていました。
明治時代までに描かれた遠景図は
ありますが、敷地が削平される前
の大手門へ向かう道中の石垣の写
真をお持ちの方はご一報をお待ち
しています。
問竹田市文化財課（☎63-4818）

↑総役所鳥瞰図 
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今月のひと

『
竹
田
の
誇
り
』
を
町
の
テ
ン
シ
ョ
ン
に
繋
げ
た
い

空き店舗を活用したイベント「竹田アートカルチャー 2011」を
企画した美術ユニット・オレクトロニカ

加 藤  　 亮

　
『
地
域
文
化
』
と
『
現
代
ア
ー
ト
』

を
テ
ー
マ
と
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
竹
田
ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

２
０
１
１
」。
仕
掛
け
た
の
は
美
術

ユ
ニ
ッ
ト
・
オ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
の
加

藤
亮
さ
ん
と
児
玉
順
平
さ
ん
。『
傾

く
家
』
オ
ー
プ
ン
か
ら
４
か
月
。
生

活
も
落
ち
着
き
始
め
、
そ
ろ
そ
ろ
町

の
た
め
に
芸
術
活
動
に
取
り
組
も
う

と
思
い
描
い
た
企
画
で
す
。

　
画
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
書
家
な
ど
、

ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
２
０
１
１
に
は
、

県
内
外
か
ら
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
新

進
気
鋭
の
作
家
た
ち
が
集
結
し
、
町

の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
た
ち
も『
竹

田
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
作
品
に

織
り
込
み
な
が
ら
制
作
を
進
め
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
よ

る
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
妖
怪
の

お
面
を
制
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
催
。
他
に
も
、
竹
田
の
文
化
を

市
外
の
人
に
も
多
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
文
化
展
示
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

『
竹
田
薪
能
』
や
、
今
年
全
国
大
会

３
位
に
輝
い
た
竹
田
高
校
民
俗
部
の

写
真
展
示
等
も
あ
り
ま
す
。

　
「
文
化
の
土
壌
が
あ
る
竹
田
で
新

し
い
美
術
の
流
れ
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
。

竹
田
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
『
竹
田
の

誇
り
』
を
思
い
起
こ
し
て
、
町
の
テ

ン
シ
ョ
ン
に
繋
げ
ら
れ
た
ら
と
思

う
」

—
 

彼
ら
の
挑
戦
が
今
、
始
ま
る
。

（26歳・大分市出身）

オレクトロニカ
若き表現家・加藤亮と児玉順平の美術ユニット。2009 年に結
成。大分大学卒業生。竹田市起業支援事業補助金を利用して
市内寺町に『ギャラリー＆カフェ傾く家』をオープン。城下
町竹田を拠点に、新たな芸術文化の発信を目指している。

児 玉  順 平 （26歳・熊本市出身）

竹田アートカルチャー２０１１
2011年10月８日㈯－10月16日㈯

出品作家：池邉祥子　オレクトロニカ　勝正光　川村康徳　草刈樵峰　cojesaho
　　　　　ザ・キャビンカンパニー　安部泰輔（友情出品・小作品）

◇オープニングイベント：「まちトーク」
　10月８日㈯　18時～
　竹田や文化についてみんなで話し合う地域交流会。
　会場：アートカルチャーミニ図書館（竹田市古町）
　※参加無料

◇アートショップ：「ようかい大名行列×ハロウィン」
10月8日㈯・9日㈰（1日15名限定）加藤石油ビル３Ｆ
要予約　お申し込みはこちら→097-574-4069(ザ・キャビンカンパニー )
イラストレーターユニット　ザ・キャビンカンパニーによる創作ワーク
ショップ。ようかいお面を作って町を大名行列！町を歩いてトリックオアト
リート!!　参加料：500円（材料代）

◇音楽イベント：「傾く夜」
10月９日㈰　18時－20時
オレクトロニカの多目的ギャラリーで行われる小さな音楽祭。
出演：児玉順平　サガラマサコ　野上雄大　他
20名様限定　料金：1,200円（ワンドリンク）

◇アートカルチャースタンプラリー：展示会場と商店を巡るスタンプラリー
10月／８日・９日・10日・15日・16日（土日、祭日開催）
※先着100名様限定－スタンプを集めると作家関連グッズやその他商店街協賛
の豪華景品が貰える。（詳細はオフィシャルブログにて）

文化展示
・第28回竹田薪能
・県立芸術短期大学有志作品ブース
・竹田高校民俗部　竹田民家・人写真の展示
・竹田アートカルチャーミニ図書館（竹田市古町）

お問い合せ：竹田アートカルチャー２０１１実行委員会　〒 878-0013 竹田市大字竹田 2115-1　　
TEL：090-6895-5986　OFFICIALBLOG: 竹田アートカルチャー２０１１（http://taketaart.exblog.jp/）

第13回大分県民芸術文化祭（若者行事）共催
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９
月
２
日
、こ
れ
か
ら
の
地
域「
協

育
」の
展
望
を
住
民
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
考
え
て
い
こ
う
と
、
た
け
た

協
育
の
集
い『
動
か
せ
！
地
域
の
歯

車
』が
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
本
市
の
教
育
現
場
の

実
情
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
教
育
委

員
会
が「
教
育
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
」、

「
校
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」を
解
説

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、『
放
課
後
子
ど
も
教

室
』の
取
り
組
み
と
し
て
、
直
入
放

課
後
子
ど
も
教
室（
峯
野
希
美
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
）の
み
な
さ
ん
が
教
室

の
運
営
や
、
活
動
の
様
子
を
写
真
等

で
詳
し
く
紹
介
し
な
が
ら
、
事
例
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
子
ど
も

た
ち
が
地
域
社
会
の
中
で
心
豊
か
に
、

健
や
か
に
育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
基
調
講
演
と
し
て
大
分
大

学
高
等
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
教
授
の

中
川
忠
宣
氏
が『
動
か
せ
！
地
域
の

歯
車
〜
地
域「
協
育
」の
展
望
〜
』と

題
し
、
学
校
、
地
域
社
会
、
家
庭
の

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
力
の
必
要
性
を
講

じ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
く
の
保
護
者
や
関
係

者
ら
が
足
を
運
び
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　10月１日から11日にかけて、山口県で開催される「第66回国民体育
大会」の山岳競技（リード、ボルダリング）・成年男子に出場する荒
巻泰裕さん（関東学院大学２年・久住中出身）と渡邊裕介さん（大分
大学２年・緑ヶ丘中出身）、山岳競技・少年男子の部に出場する一宮
大介さん（竹田高校２年・緑ヶ丘中出身）と廣瀬悠一さん（竹田高校
２年・千歳中出身）が９月13日、竹田市本庁舎を訪れ出場報告をしま
した。
　代表して荒巻泰裕さんが「自分たちの力を十分に発揮して、上位入
賞をめざして頑張ってきます」と決意を表明し、全国の舞台での活躍
を誓いました。
　またほかにも、陸上競技・少年男子Ｂ3,000㍍に高橋流華さん（大分
西高１年・久住中出身）が出場します。
　選手のみなさんのすばらしい活躍を期待しています。

↑「山岳は生活の一部です！」（渡邊さん）「山岳は
僕の青春です！」（荒巻さん）

↑大会スローガン「はばたけ別杵の空に！とどけ
よう夢と感動！」を発案した渡辺里美さん（久
住町仏原）

↑講演をする
　中川忠宣教授

↑「入賞を目標に上位に食い込んでいきたい。頑張っ
てきます！」（一宮大介さん、廣瀬悠一さん、合
澤哲郎少年男子・監督）

竹田市民の期待を胸に
　  山口国体の活躍を誓う

地
域「
協
育
」が
心
を
育
て
る

た
け
た
協
育
の
集
い
『
動
か
せ
！
地
域
の
歯
車
』
開
催

←子どもたちが
イキイキ！

　事例発表する
直入放課後子
ども教室のみ
なさん

　９月10日、11日を主な日程に「第63
回大分県民体育大会」が県内各地で行わ
れました。
　竹田市は健闘及ばず総合16位でした。
主な結果は次のとおり。
団体　ゴルフ８位／議員ソフトボール競技

（公開競技）３位 ／アーチェリー総
合６位／綱引き総合６位（男子一般３
位・混成７位）／レスリング３位

個人　ゴルフ競技50歳未満２位・松本光生／
自転車競技ロードレース一般８位・野
仲勝彦／アーチェリー個人８位・下鶴
仁／陸上女子30歳以上100㍍３位・花
田聖子／陸上女子30歳未満100㍍ ３
位・矢野英美／陸上女子30歳未満200
㍍４位・戸次美香（敬称略）

選手の皆さんおつかれさまでした。

健闘及ばず、　　  
　  来年こそ奮起！

第 63 回大分県民体育大会
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail:taketa@city.taketa.lg.jp）

　
８
月
27
日
、
大
分
合
同
新
聞
文
化

教
室「
竹
田
総
合
学
院（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）開

校
式
」が
竹
田
分
館
に
て
開
か
れ
ま

し
た
。

　
開
校
式
終
了
後
、
講
師
に
冨
永
嘉

子
先
生
を
迎
え
、
歴
史
・
文
化
資
源

再
発
見
講
座
第
１
回「
紙
人（
か
み
び

と
）講
座
」が
翌
28
日
ま
で
の
２
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
紙
人
教
室
に
は
市
内
か
ら
12
名
が

参
加
。
冨
永
先
生
は「
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
め
げ
な
い
で
続
け
て
ほ

し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
受
講
生
の
み
な
さ
ん
は
、
根
気
の

い
る
作
業
を
楽
し
み
な
が
ら
、
紙
人

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

竹
田
の
歴
史
・
文
化
資
源
再
発
見
！

『
竹
田
総
合
学
院（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）』が
開
校

↑熱心に紙人づくりに取り組む受講生

　９月11日、「絆でつむぐ　あたたかい地域
社会」をテーマに「こころの健康づくり講演
会」が竹田市総合社会福祉センターで開催さ
れました。
　自殺予防や認知症になっても安心して暮ら
せる町づくりの大切さを地域全体で深めるこ
とを目的として行われた講演会では、萩金谷
天満宮・宮司の陽信孝先生の体験を交えたお
話がありました。

→「
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
妻
と
一

緒
に
死
の
う
と
し
た
と
き
、
な
ぜ
か

妻
は
笑
っ
て
ハ
ミ
ン
グ
を
し
た
の
で

す
。
偶
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
で
妻
と
生
き
て
い
く
こ
と
を
決
め

ま
し
た
」と
話
す
陽
信
孝
先
生

　
「
第
４
回
奥
豊
後
の
踊
り
を
楽
し

む
夕
べ
」が
９
月
３
日
、
竹
田
市
文

化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
竹
田
、
久
住
、

直
入
地
区
の
伝
統
的
な
民
謡
、
音
頭

な
ど
が
次
々
に
披
露
さ
れ
、
会
場
は

熱
気
で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は「
竹
田
総
お
ど
り
」

を
観
客
席
と
会
場
が
一
体
と
な
り
、

市
民
の
心
が
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

地域の盆踊り文化を受け継いで
　

竹
田
混
声
合
唱
団
の『
第
32
回
定

期
演
奏
会
』が
９
月
４
日
、
竹
田
市

文
化
会
館
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
復
興
へ
と
歩
み
始
め
た
東

日
本
の
被
災
地
の
方
々
に
向
け
て
、

応
援
の
気
持
ち
を
込
め
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
情
感
あ
ふ
れ
る
歌
声
に
、
訪
れ

た
観
客
の
拍
手
は
い
つ
ま
で
も
鳴
り

や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

竹田混声合唱団が歌声のエール
　
９
月
７
日
、岡
神
社
の
善
神
王（
ぜ

じ
ん
の
さ
ま
）祭
り（
９
月
７
日
）が

城
下
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
沿
道
や
商
店
の
装
飾
や
幻
の
三
層

天
守
閣
を
彩
る
小
松
明
の
灯
り
が
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
神
社
下
駐
車
場
が
舞
台
会
場
と
な

り
、
玉
来
神
楽
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

幻の岡城天守閣を再現！

　拝田原自治会の後藤公夫さん（76歳・男子ハイセ
ブンティ）と妻・幸子さん（72歳・女子ローセブン
ティ）が強豪ひしめく県大会予選でともに２位に入賞
し、夫婦揃ってでは10年ぶりとなる『全日本卓球選手
権大会（マスターズの部）』に出場します。
　卓球の魅力にハマり、卓球歴25年以上の大ベテラ
ンの後藤夫婦は「試合を楽しみながら、上位をめざし
て頑張りたい」と、その意気込みを語ってくれました。
　開催日は10月28日〜 30日、会場は愛知県・豊田
市総合体育館にて行われます。お２人のすばらしい
活躍を期待しています。

後藤公夫・幸子さんが
全日本卓球選手権大会出場

　
動
物
愛
護
週
間（
９
／
20
〜
26
）の

初
日
、
子
ど
も
た
ち
に
動
物
の
本
を

た
く
さ
ん
読
ん
で
も
ら
お
う
と
、
大

分
県
獣
医
師
会
竹
田
支
部（
中
島
文

司
支
部
長
）が
竹
田
市
教
育
委
員
会

に
図
書
代
３
万
円
分
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

子どもたちに動物の本を

絆でつむぐ　あたたかい地域社会
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１．職員の任免及び職員数に関する状況
⑴採用と退職の状況

平成22年4月1日現在職員数 退職者 採用者 平成23年4月1日現在職員数
433人 14人 8人 427人

　【職員削減の状況】　Ｈ22…△25人、Ｈ21…△17人、Ｈ20…△18人

⑵部門別職員数の状況

部　門 職員数（人） 対前年
比（人） 部　門 職員数（人） 対前年

比（人）22年度 23年度 22年度 23年度
福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政

議　会 4 4 0 特
別
行
政

教　育 54 52 △2
総　務 84 82 △2 警　察 0 0 0
税　務 19 19 0 消　防 61 61 0
労　働 1 1 0 小　計 115 113 △2
農　水 53 52 △1

公
営
企
業
等

病　院 0 0 0
商　工 10 10 0 水　道 9 9 0
土　木 28 29 1 交　通 0 0 0
小　計 199 197 △2 下水道 3 3 0

福
祉
関
係

民　生 55 55 0 その他 21 21 0
衛　生 31 29 △2 小　計 33 33 0
小　計 86 84 △2 総合計 433 427 △6一般行政計 285 281 △4

⑶定員管理計画の状況

平成17年
４月１日
職員数

数　値　目　標 増　減　実　績
平成27年
4月1日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

平成23年
４月１日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

５２０人 ３９９人 △１２１人 △２３．３％ ４２７人 △９５人 △１８．２％

２．職員の給与の状況
⑴人件費の状況（平成22年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成23年3月31日）

歳出費
Ａ

人件費
Ｂ

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

22年度 人 千円 千円 千円 ％ ％
　25,113   17,374,691 3,826,683 2,441,631   22.0 14.1 

※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬や委員報酬等を含みます。

⑵職員の給与費の状況（平成23年度普通会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 計
Ｂ

１人当り
給与費
Ｂ／Ａ給　料 職　員　手　当

期末・勤勉手当 その他の手当
23年度 人 千円 千円 千円 千円 千円

416 1,791,384 679,937 313,678 2,784,999 6,695
※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　給与費は当初予算に計上された予算額です。
※３　職員数は当初予算積算の基礎となった人数です。（市長・副市長は含みません。）

　竹田市の職員数（普通会計）は人口１万人当たりの職員数でみると、類似団体の中で１番多くなっています。これは
自治体の面積や行政組織の特殊性などもありますが、値だけで比較すると類似団体よりも153人多い状況にあります。
　そこで竹田市では、事務事業や組織の見直し、退職者不補充などの行財政改革を推進し、職員数削減に努めていま
す。また、職員数が多い現実に向き合い、「竹田市新生ビジョン」を基に、そのマンパワーを住民サービスの更なる向上、
周辺地域振興策の強化に役立てていきます。

竹田市人事行政の運営等の状況 〈平成22年度〉

　地方公務員法第58条の2及び「竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成22年度の竹田市人
事行政の運営等の状況について公表します。
　これは、市における人事行政の運営状況の公平性・透明性の確保を図るため、市民の皆さんに公表するものです。

「マンパワーの活用で住民サービスの向上を」
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⑶職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　⑷職員の初任給の状況
　　　　　　　　　　　　  　（平成23年4月1日現在）　 　　　　　　　　　　　　　　  （平成23年4月1日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢 区　　分 初任給 採用後２年経過時
一般行政職 361,500円 46.3歳 大学卒（減額前） 178,800円 191,600円
技能労務職 368,800円 47.3歳 高校卒（減額前） 144,500円 158,700円

※平成23年４月１日から平成24年３月31日までの間は給料月額について管理職５％、管理職以外３％の減額措置
を実施しています。

⑸職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（減額後）の状況（平成23年４月１日現在）
区　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 高校卒 215,340円 265,198円 316,899円
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

⑹級別職員数(一般行政職)の状況（平成23年４月１日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準職務 主事 主任 主査 主査等 課長補佐
係長等

課長
課長補佐等

課　長
参　事 課長

職員数（人） 4 7 43 48 63 58 38 0 261
構成比（％） 1.5 2.7 16.5 18.4 24.1 22.2 14.6 0 100.0

⑺職員手当の状況
①期末・勤勉手当　　　　　（平成23年6月1日現在）　　　   ②退職手当　　　　　　　　（平成23年4月1日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当 勤続年数 自己都合 勧奨・定年
　６月期 1.225月分 0.675月分 勤続20年 23.50月分 30.55月分
１２月期 1.375月分 0.675月分 勤続25年 33.50月分 41.34月分

役職による加算措置5 ～ 15％ 勤続35年 47.50月分 59.28月分

③諸手当
区　分 項　　　　　　　　目

扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者13,000円、他6,500円～ 16,000円
住 居 手 当 借家（最高27,000円）、持家（月額2,500円）の区分で支給。
通 勤 手 当 2㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,000円～ 22,640円
管 理 職 手 当 管理職に対して支給。給料月額の５％
時 間 外 手 当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給。
特殊勤務手当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、清掃センター・衛生センターに勤務する職員

⑻特別職の報酬などの状況（平成23年6月1日）
種　　類 区　　分 給料月額等 減額後給料月額 期末手当

給　　料
市　長 814,000円 569,800円

　６月期　1.400月分
１２月期　1.550月分

副市長 653,000円 555,050円
教育長 585,000円 497,250円

報　　酬
議　長 402,000円 389,940円
副議長 362,000円 351,140円
議　員 340,000円 329,800円

※平成22年４月１日から平成25年３月31日までの間は、市長30％、副市長15％、教育長15％、各議員報酬３％
の減額措置を実施しています。

３．職員の勤務時間および休暇等の状況
⑴勤務時間の状況
１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日

38.75時間 午前8時30分 午後5時 午後0時15分～午後1時 土曜日・日曜日
⑵休暇等の状況

種　　類 概　　　　要 取得状況
年次有給休暇 暦年により２０日付与。２０日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り越

すことができる。 ９．０５日／年

介 護 休 暇 介護を最低２週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する６月の期
間内（無給休暇）     　　０人

育 児 休 業 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇） 　　女性２人
※１　取得状況は、平成22年1月1日～平成22年12月31日の暦年での取得状況です。
※２　上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※３　育児休業は、平成22年度中に新たに育児休業を取得した人数です。
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４．職員の分限および懲戒処分の状況（平成22年度）
分　限　処　分　（人） 懲　戒　処　分　（人）

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計
0 0 0 2 2 0 1 0 1 2

５．職員の服務の状況
　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕しなけれ
ばなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が課せられて
います。
　○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務
　○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況
研修名 内　　　　容

職場研修
竹田セミナー（ビジネスマナー研修、管理者研修、救急研修、若年層職員研修、ユニバーサ
ルデザイン総合学習講座、男女共同参画研修、次世代女性リーダースクールほか）、人権教育
研修ほか

基本・職務研修 課長・課長補佐・係長・中堅職員・新採用研修、契約事務（基本・工事請負）研修、財務実務
研修、法制執務研修、条例等立案改廃研修、税務関係各種研修、指導者養成講座ほか

派遣研修 市町村幹部セミナー、市町村アカデミー研修、市町村国際文化研修所、日本経営協会ほか
体験研修 虹色サマースクールボランティア研修

７．その他
⑴公平委員会業務の状況（平成22年度）
①勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　　　　②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数 不服申立て件数
終結件数 終結件数

０ − ０ −

福利厚生事業の状況の概要　〈平成22年度〉

　竹田市では､ 地方公務員法第42条の厚生福利制度に基づき､ 職員の福利厚生事業を実施しています。人事行政
運営等の状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。

《参考》　地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施し
なければならない。〔地方公務員法第４２条〕

１．職員互助会の運営状況（平成22年度）
団　体　名 会員数 市補助金 公費率 主　な　事　業

竹田市職員共済会 ４３７人 4,626千円 34.2％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業
※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）

２．健康管理事業の状況（平成22年度）　　　　　 ３．公務災害補償の状況（平成22年度）
項　　目 内　　　　容 加入団体 認定件数 災害の内容

定期健康診断 基本検査（414人）

地 方 公 務 員
災害補償基金
大 分 県 支 部

0件
各種がん検診 前立腺がん（109人・50歳以上男）

乳がん（89人・女）

そ の 他
脳疾患検査

（31人・45歳50歳55歳58歳）
ＨＣＶ抗体検査

（59人・20歳以上５歳刻み）

●お問い合せ　竹田市総務課職員係　☎63-1111（内線216・217）
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残したい豊後竹田の子守唄

69

↑故橋本俊太郎氏

な
お
い
り
保
育
園

「Good  m
orning!

」

「
お
は
よ
う
！
」

　
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
な
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け
れ
ど
、
日
本
語
と
英
語
が
飛
び
か

う
保
育
園
。

　
田
舎
も
都
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も
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、
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れ
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子
ど
も
た
ち
の
輝
け
る
未
来
の
た
め
に
！↑夕涼み会～職員ダンス

↑夕涼み会～和太鼓 ” 荒城の月 ”

↑敬老の日～神楽披露　

訂正 広報たけた 9 月号の「まるごと博物館」の中に誤りがありました。「四代藩主久清」
→「三代藩主久清」、「六代藩主久通」→「五代藩主久通」です。訂正致します。
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■竹田市立図書館
  TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
  TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
  TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から

10月の
お知らせ

10　月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

※カレンダー中の白抜きの日が
休館日です。

日時　10月19日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

ブックスタート

今月の新刊ご案内
〔一般の本〕
・やなりいなり　　　　　　　　　　　　畠　中　　　恵
・野球にときめいて　王貞治、半生を語る　　王　　　貞　治
・犬も食わない—上沼さんちの夫婦げんか事件簿　 上　沼　恵美子
・昼寝の神様　　　　　　　　　　　　　松　尾　佑　一
・雑草と楽しむ庭づくり　　　　　　　　ひきちガーデンサービス
・すごい夜空の見つけかた　　　　　　　林　　　完　次
・人間はすごいな（ベスト・エッセイ集‘11年版）　平　　凡　　社
・ファイナンシャル・プランナー　　　　平　下　　　淳
〔子どもの本〕
・かきやまぶし（狂言絵本）　　　　　　大　島　妙　子
・ちっちゃなミッケ！A・B・Cとあそぼう　　ウォルター・ウィツク
・りんご　津軽りんご園の１年間　　　　叶　内　拓　哉
・ビースト・クエストシリーズ　　　　　アダム・ブレード
・男子☆弁当部　　　　　　　　　　　　イノウエミホコ

　他、250冊ほど入りました

日時　10月12日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

おはなしルーム

「司書おすすめの一冊」

「田能村竹田　基本画譜」
宗像健一編著（思文閣出版）

　竹田が誇る南画家「田能村
竹田」の基本作品を収めると
ともに、歴史資料名を細か
く挙げながら、画業の展開、
作品の位置付け、内容等を
論述した一冊が出来ました。
図版編・解説編の二冊をぜ
ひ手に取ってご覧ください。

「けがをした恐竜」
黒川みつひろ（こぐま社）

今
月
の
読
み
聞
か
せ

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

　みんなは化石を見たこと
があるかな？ 6500万年も前
の恐竜の化石を調べてみると
足の骨が折れたことがあると
いうことまでわかるんだって。
しかも治って生きのびたらし
い！そのおはなしをもとにつ
くられた一冊ですよ。

※インターネット予約
　が出来ます！
本館でパスワードの登録
をすれば自宅で本の検索
や予約が出来ます。
どうぞご利用ください！

誕
生
お
め
で
と
う

８
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

化石が語る
ティラノサウルスの話　

竹田市外に居住の方に教えてあげてください！
竹田市が恵まれた環境の中で子育てを応援

　竹田市定住を希望される市外在住の子育て世帯を対象に竹田市子育て定住促進
住宅（平成24年３月完成予定）の入居者を募集しています。

所在地　①大分県竹田市大字門田（入田住宅）※２世帯募集
　　　　②大分県竹田市大字米納（城原住宅）※２世帯募集
住宅の構造及び規模
　　　　①入田住宅 …… 一戸建て、延床面積80㎡程度、木造平屋建て
　　　　②城原住宅 …… 一戸建て、延床面積80㎡程度、木造２階建て
入居資格　・入居申込時において、竹田市外に居住している者
　　　　　・入居申込時において、同居の子に小学生がいること　他
入居の申込期間及び場所
　　　　①申込期間　平成23年10月１日から11月15日（当日消印有効）
　　　　②申込場所　〒878-8555  竹田市大字会々 1650番地
　　　　　　　　　　竹田市企画情報課　農村回帰推進室
　　　　③申込方法　所定の申込用紙に必要事項を明記の上、必要書類（世帯全員の

続柄が記載された住民票の写し・所得証明書・納税証明書）
　　　　　　　　　　※申込用紙は竹田市のホームページからダウンロードしてください。

●お問い合せ　竹田市企画情報課　農村回帰推進室（担当：後藤・志賀）
　　　　　　　☎0974-63-4801　E-mail：nousonkaiki@city.taketa.lg.jp
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竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

　

僕
の
故
郷
は
、
竹
田
市
直
入
町
。

「
長
湯
温
泉
」で
親
し
ま
れ
て
い
る
町

で
す
ね
。
小
さ
な
頃
か
ら
家
族
・
友

人
に
連
れ
ら
れ
て
町
内
の
い
ろ
ん
な

温
泉
に
浸
か
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時

の
僕
に
と
っ
て「
温
泉
に
行
く
」と
い

う
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
し
た
が
、

高
校
を
卒
業
し
長
湯
を
離
れ
て
か
ら

は
シ
ャ
ワ
ー
で
体
を
洗
い
流
す
日
々

が
始
ま
り
、
今
い
る
フ
ラ
ン
ス
で
は

「
入
浴
」と
い
う
習
慣
が
な
く
、
い
つ

も
シ
ャ
ワ
ー
…
…
。
仕
事
の
後
の
疲

れ
た
体
を
癒
し
て
く
れ
る
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
の
が
残
念
で
す
。

長
湯
温
泉
で
育
っ
て
し
ま
っ
た
が
故

に
辛
い
で
す
ね
。
い
つ
も
実
家
に
帰

省
し
た
際
に
は
、
す
ぐ
さ
ま
温
泉
に

直
行
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
場

所
で
す
。

　
自
分
が
小
さ
か
っ
た
頃
か
ら
の
竹

田
市
と
聞
い
て
思
い
出
す
も
の
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
長
湯

小
学
校
の
そ
ば
に
あ
る
祖
母
の
家
か

ら
見
た
ホ
タ
ル
、
初
め
て
の
大
船
山

の
登
山
、
七
五
三
で
行
っ
た
広
瀬
神

社
、
今
の
竹
田
本
町
の
マ
ル
シ
ョ
ク

駐
車
場
に
あ
っ
た
竹
田
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
丸
福
の
と
り
天
定
食
、
初
め

て
の
入
田
中
島
の
河
川
プ
ー
ル
、
都

野
の
叔
母
が
作
る
ト
マ
ト
、
沢
水

キ
ャ
ン
プ
場
で
の
キ
ャ
ン
プ
、
中
学

校
駅
伝
大
会
、
久
住
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
、
文
化
会
館
ス
タ
ー

ト
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
、
滝
廉
太
郎
を

偲
ぶ
音
楽
祭
、
岡
城
さ
く
ら
祭
り
と

姫
行
列
、
竹
田
高
校
の
名
物
競
歩
大

会
、
い
つ
も
高
校
生
で
に
ぎ
わ
う
今

勢
屋
、
な
ど
が
す
ぐ
頭
に
浮
か
び
ま

し
た
。
い
つ
ま
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
帰
省
す
る
た
び
に

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
車
で
あ
っ
ち

こ
っ
ち
に
、
今
は
妻
と
小
さ
な
娘
も

連
れ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
帰
省
す
る
た
び
に
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
竹
田
市

で
将
来
何
か
で
き
な
い
か
？
今
ま
で

培
っ
て
き
た
も
の
を
発
揮
す
る
チ
ャ

ン
ス
は
な
い
か
？

　

例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
の
話
で
す
。

街
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
で
き
、
そ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
一
ツ

星
、
二
ツ
星
、
三
ツ
星
と
数
年
を
か

け
昇
格
し
て
、
町
に
は
世
界
各
地
か

ら
お
客
様
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
町
の
近
く
を
高
速
道
路
が
通
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
町
は
発
展
し
ま

し
た
。
ま
た
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

何
の
公
共
の
交
通
機
関
も
な
い
車
で

し
か
た
ど
り
着
け
な
い
平
原
に
あ
る

12
年
間
三
ツ
星
を
維
持
し
て
い
る
レ

ス
ト
ラ
ン
で「
上
質
だ
が
郷
土
の
素

朴
な
食
材
を
シ
ン
プ
ル
で
素
晴
ら
し

い
料
理
に
」と
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
僕
に
同
じ
こ
と
が
で
き
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
が
、
料
理
・
ホ
テ
ル
・
レ

ス
ト
ラ
ン
を
通
し
て
何
か
し
ら
地
域

に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
フ
ラ

ン
ス
の
地
方
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
と

ん
ど
は
、
そ
の
地
方
の
特
産
品
と
フ

ラ
ン
ス
全
土
で
の
有
名
な
食
材
を
う

ま
く
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
共
存
さ
せ
お

客
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

地
元
の
方
と
全
国
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
の
両
方
を
満
足
さ
せ
る
た
め
な

の
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
学
ん
だ

か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
日

本
に
持
ち
帰
り
、
そ
の
ま
ま
提
供
し

よ
う
と
僕
は
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
将
来
、
竹
田
で
レ
ス
ト

ラ
ン
を
開
業
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
企

業
、
個
人
に
関
わ
ら
ず
地
元
の
す
べ

て
の
方
に
頼
り
っ
ぱ
な
し
の
レ
ス
ト

ラ
ン
が
し
て
み
た
い
で
す
。
そ
ん
な

中
で
自
分
が
出
せ
れ
ば
な
お
楽
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
同
級
生
の
方
々
も
竹
田
で
頑
張
っ

て
い
る
と
い
う
情
報
も
耳
に
し
ま
す
。

僕
も
近
い
将
来
竹
田
の
み
な
さ
ん
に

胸
を
張
っ
て
会
え
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス—

日
本
・
竹
田

大
おお

久
く

保
ぼ

　智
とも

尚
なり

略　歴
フランス・ブルゴーニュ　レストラン　レ・ボン・ザン・ファン勤務
1977年　竹田市生まれ　長湯小学校　直入中学校　竹田高校　福岡中村
調理製菓専門学校
1995年～ 2007年　福岡　東京　フランス　とフランス料理を基本にさま
ざまな分野の料理を学ぶ
2008年　再び渡仏
2011年　フランス・ブルゴーニュ地方　
レストラン　レ・ボン・ザン・ファンのシェフに就任
自身のブログ　http//blogs.yahoo.co.jp/kimitomo0722

〜
９
５
８
３
・
４
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
離
れ
た
場
所
か
ら
〜
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印
刷

／
い

づ
み

印
刷

今
回

の
東

日
本

大
震

災
の

影
響

に
よ

り
再

生
紙

の
入

手
が

困
難

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
ご

了
承

下
さ

い
。

表紙・デザイン　竹蔵 TAKEGURA

平成22年10月生まれ
誕生日　親
（自治会）

平
成
23
年
11
月
に
１
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
の
写

真
を
募
集
し
ま
す
！

問
秘
書
広
報
係

  

☎
６
３
ー

１
０
４
３

人口の
うごき

（前月比） 　

人　口　  24,935人（－ 25人）

　男性　  11,605人（－  8人）

　女性　  13,330人（－ 17人）

（前月比）　

世帯数　10,531世帯（－  2世帯）

住民基本台帳登録人数

（平成23年８月31日現在）

　

山
地
の
草
地
や
林り
ん
え
ん縁
に
生
育
す

る
高
さ
80
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。

全
体
に
腺せ
ん
も
う毛
（
先
端
か
ら
液え
き
た
い体
を

分ぶ
ん
ぴ
つ泌
す
る
毛
）
に
お
お
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

互ご

生せ
い

す
る
葉
の
多
く
は
根
元
に

つ
き
、
長
い
柄え

が
あ
り
羽う
じ
ょ
う状
に
中ち
ゅ
う

裂れ
つ

し
、
長
さ
幅
と
も
に
10
㌢
ほ
ど

の
掌
て
の
ひ
ら

状じ
ょ
う

の
広こ
う
ら
ん
け
い

卵
形
で
す
。欠け
つ
こ
く刻（
葉

の
ふ
ち
が
不
規
則
に
深
く
切
れ
込

む
こ
と
）
の
あ
る
葉
に
は
鋸き
ょ

歯し

が

あ
り
ま
す
。
ま
た
葉
の
基
部
は
葉よ
う

柄へ
い

の
ふ
ち
に
の
び
て
ひ
れ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

秋
の
頃
、
黒こ
く
し
し
ょ
く

紫
色
の
茎く
き

を
直
立

さ
せ
、
上
部
の
分ぶ
ん

枝し

に
紫し
は
く
し
ょ
く

白
色
の

径
１
・
５
㌢
ほ
ど
の
10
個
内
外
の

舌ぜ
つ
じ
ょ
う
か

状
花
を
つ
け
た
頭と
う

花か

を
下
に
う

つ
む
き
加か

減げ
ん

に
咲
か
せ
ま
す
。

　

三
重
県
の
福ふ
く
お
う
ざ
ん

王
山
で
見
つ
か
り

福フ
ク
オ
ウ
ソ
ウ

王
草
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
祖
母
山
系
・
く
じ
ゅ

う
山
系
の
標
高
の
高
い
登
山
ル
ー

ト
沿
い
で
少
な
い
個
体
な
が
ら

点
々
と
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は

９
月
か
ら
10
月
で
す
。

郷土の植物 （271）

阿孫  久見
第79回

フクオウソウ（キク科）

　

９
月
25
日
に
め
で
た
く
満
１
０
０
歳

を
迎
え
ま
し
た
。
滋
賀
県
の
生
ま
れ
で

父
親
の
転
勤
で
各
地
を
転
々
。
結
婚
後

は
日
田
で
洋
服
店
を
開
業
し
、
昭
和
14

年
に
竹
田
へ
移
住
。
今
も
身
の
回
り
こ

と
は
自
分
で
こ
な
し
ま
す
。
手
紙
を
書

い
た
り
、
手
芸
が
趣
味
。
長
生
き
の
秘

訣
は
「
気
持
ち
を
大
ら
か
に
し
て
、
自

由
に
過
ご
す
こ
と
」。

　
サ
カ
エ
さ
ん
、い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

夏
な つ

 目
め

  サカエさん

サフラン saffron
　竹田市のサフランは、明治36
年に栽培が始まり、国内生産量
の８割以上が生産されています。
　10月下旬から11月上旬にかけ
て薄紫色の甘い香りのある花を咲かせます。
　花には黄色い雄しべと、赤く垂れ下がる雌し
べがあり、乾燥した雌しべは、主成分であるク
ロシンが黄色を発色し、古くから料理の着色や
薬用に用いられています。

（玉来東）
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本　　庁　☎0974-63-1111
荻 支 所　☎0974-68-2211
久住支所　☎0974-76-1111
直入支所　☎0974-75-2211 201110

❶

第９回久住地域さわやかスポーツ大会
日　　時　10月10日㈪体育の日 9:00 〜開会式
会　　場　久住総合運動公園・体育館・フィールドほか
実施種目　男女混合ミニバレーボール、ゲートボール、

グラウンドゴルフ、ペタンク
●お問い合せ　久住公民館　☎76-0717

岡藩城下町400年祭協賛事業

竹田市舞踊連盟主催
チャリティー民謡とおどりの祭典
日　時　10月23日㈰　12:00開演
場　所　竹田文化会館大ホール
入場料　500円
　　　　※益金の一部を震災義援金として寄附します
●お問い合せ　竹田市舞踊連盟（後藤幸子会長）
　　　　　　　☎63-3175

竹田さつき盆栽同好会盆栽展
日　時　10月26日㈬〜 30日㈰
場　所　竹田温泉「花水月」１階休憩コーナー
内　容　会員の皆さんが日々丹念に手入れをして育てた

作品15点を展示。ご家族お揃いで観賞ください。
●お問い合せ　竹田温泉花水月　☎64-1126

第６回トマト天国 in おぎ・第32回荻ふるさと祭り
日　時　11月３日（木・祝） 9:00 〜 16:00
場　所　荻福祉健康エリアグラウンド・屋内多目的運動

場ほか
内　容　大なべトマト料理の実演・試食コーナー、高原

野菜の試食コーナー、トマトカレー、トマトケー
キ等の販売ほか

●お問い合せ
トマト天国inおぎ・荻ふるさと祭り実行委員会（竹田
市荻支所いきいき市民課）☎68-2211・九州アルプス
商工会荻支所 ☎68-2209

奏リコーダーアンサンブル 第７回定期演奏会
日　　時　11月６日㈰ 開場13:30 開演14:00
会　　場　久住公民館くじゅうサンホール
入　場　料　一般1,000円　中学生以下500円
賛助出演　山本千枝子（ピアノ）
●お問い合せ　奏リコーダーアンサンブル
　　　　　　　☎090-2078-6979

◇竹田創生館臨時閉館日のお知らせ
　大変ご迷惑をお掛けしますが、塗装改修工事のため、
以下の期間、竹田創生館を閉館します。

【期間】平成23年９月26日㈪〜 10月３日㈪
●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎63-4807

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
　　　　　  は開館）

○常設展　『山水画展』
　８月27日㈯ 〜 10月10日（月･祝）
　描く人が変われば、技法、雰囲気もガラリと変わる山
水画。秋のひととき、作家の個性に触れてみませんか。

○秋季企画展 ２階展示室Ａ・Ｂ
　『岡藩の絵師たち—淵野家と渡邊家—』
　10月15日㈯ 〜 11月13日㈰
　岡藩の代表的な絵師であった淵野家（真斎・天香・香
斎・桂僲）と渡邊家（蓬島・拈華）の人々の作品を紹介
します。岡藩ではどんな人々がどんな作品を描いていた
かを明らかにします。

　10月12日㈬〜 14日㈮まで展示替えのため臨時休館
いたします。ご迷惑をおかけしますが、ご理解の程、
よろしくお願いいたします。

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合  

　　　　  は開館）

○『第26回竹田市美術展』
　９月27日㈫〜 10月10日㈪
　絵画、彫刻、工芸作品など約50点を展示。

（阿南英行　☎62-2619）

○『竹田素描同好会作品展』
　10月12日㈬午後〜 10月23日㈰
　木炭・鉛筆・パステルなど約60点を展示。

（早川　和　☎62-3472）

○『第11回二九志乃会作品展』
　10月25日㈫午後〜 11月6日㈰
　絵画、陶芸、型染作品など約50点を展示。

（佐藤昭次　☎63-1317）

※休館日は、月曜日（月曜日が祝日の場合は開館）と祝
日の翌日です。

※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接
お電話下さい。
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月　間
10月１日は「土地の日」、10月は土地月間です
　土地は限られた貴重な資源です、土地施策に対する皆
様のご協力をお願いします。
※一定面積以上の土地取引を行った場合、契約締結後２

週間以内に届出が必要です。
■届出者は？
　土地の取得者（買主）
■届出の必要な土地とは？
　・市街化区域：2,000㎡以上
　・市街化区域を除く都市計画区域：5,000㎡以上
　・その他の区域：10,000㎡以上
■届出の必要な取引とは？
　売買、交換、営業譲渡、譲渡担保、共有持分の譲渡な
ど（これらの取引の予約である場合も含みます）。
■届出書類は？
　届出書、契約書の写し、位置図、周辺状況図、形状図（字
図等）を土地の所在する市町村国土法担当課へ提出して
下さい。
●提出先・お問い合せ
　竹田市企画情報課　☎63-4801

10月は全国不正軽油撲滅月間です
　不正軽油とは、県税である軽油取引税の脱税を目的と
して、軽油に重油や灯油を混和したり、重油と灯油を混

和するなどして製造された油をいいます。不正軽油を製
造、販売、運搬することや自動車の燃料として使用する
ことは脱税行為であるだけでなく、公正な市場競争を阻
害し、環境へも悪影響を及ぼします。
　10月はこの不正軽油の全国撲滅強化月間となってい
ます。
　不審な軽油その売り込み、施設や車両など、不正軽油
に関する情報は最寄りの県税事務所か下記へお寄せくだ
さい。
●お問い合せ　大分県税務課　☎097-506-2384

検察審査会にご相談を！
　交通事故、詐欺などの被害にあって、警察や検察庁に
訴えたが、検察官がその事件を裁判にかけてくれない。
こんな不満をお持ちの方は、検察審査会にお気軽にご相
談ください。相談料は無料。秘密は固く守られます。
※詳しいことは、大分市荷揚町7番15番　大分地方裁判
所内　大分検察審査会事務局（☎097-532-7161）にお
問い合わせください。

年　金
国民年金保険料はきちんと納めましょう！
　毎月の国民年金保険料は、翌月までに納めることに
なっています。納め忘れがあると、将来受ける老齢基礎
年金が減額されるのはもちろんですが、老齢基礎年金や

健康一直線 インフルエンザ予防接種料を助成します
竹田市では下記の内容でインフルエンザ予防接種料の一部を助成します。

◆対　象　者◆
対   　　　　　象 助成金額 接　　種　　方　　法

①65歳以上の方

2,000円

医療機関の窓口で個人負担額1,500円をお支払いくだ
さい。やむを得ず市外（県内）で接種する場合も、高
齢者インフルエンザ予防接種相互乗り入れ協力医療機
関であれば、竹田市が同様に費用の一部を助成します。
生活保護を受給されている方は無料です。福祉事務所
で発行する証明書を医療機関窓口に提出してください。

②60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん
臓もしくは呼吸器の機能、またはヒト免
疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常
生活行動が極度に制限される程度の障害
を有する方

③上記に該当しない竹田市国民健康保険の方 1,000円 医療機関の窓口で接種料から1,000円を差し引いた金額
をお支払いください。市内の協力医療機関に限ります。

◆協力医療機関◆
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

伊藤医院 75-2222 竹下医院 63-3366
大久保病院 64-7777 道全内科 63-2270
加藤内科医院 63-2006 秦医院 63-2246
久住加藤医院 76-0008 みはら整形外科 62-3850
工藤医院 63-2304 柚須医院 63-2016
くろかわ医院 63-1617 竹田クリニック 64-9000
古訓堂黒川クリニック 63-2358 竹田診療所 62-4014
佐藤医院 68-2005 竹田医師会病院 63-3241
志賀内科 63-2083 竹田市立こども診療所 63-3838

協力医療機関ごとに、接種可能な年齢が異なりますので、
詳しくは各医療機関に直接お問い合わせください。

●お問い合せ　竹田市健康増進課　☎63-4810
　　　　　　　竹田市保険課　☎63-1111（内線136）

対象に該当しない方で接種を希望する方は、全額自己
負担での接種となります。
◆接種期間◆
　平成23年10月１日から平成24年１月31日までの間、
各医療機関の診療時間内
◆接種回数◆
　13歳未満の方は２回接種となります
◆助成回数◆
　いずれの方も接種期間内に１回限りの助成です。
◆そ　の　他◆
＊この予防接種は強制的なものではなく、自らの判断で

接種を希望する方に行うものです。接種される場合
は、かかりつけの医師と相談のうえ接種してください。

＊医療機関窓口で保険証を必ず提示してください。
　母子健康手帳、健康手帳、お薬手帳等お持ちの方は

一緒に提示してください。
＊接種を希望される医療機関に、必ず事前予約をして

ください。
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障害基礎年金、遺族基礎年金が支給されない場合もあり
ます。
　国民年金保険料はきちんと納期内に納めましょう！
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所
　　　　　　　☎097-552-1211
　

消費生活
消費生活相談窓口からの注意喚起
 —利殖商法について—
　出資の勧誘に当たって、契約に関する説明を十分にし
なかったり、「値上がり確実」「元本保証」などと説明し
て、自ら契約を望んでいない高齢者などに契約を結ばせ
ます。いずれも実態の分からない高額な出資契約で、出
資先の事業内容はバイオテクノロジーやエコロジー、エ
ネルギーなどを連想させるものが多く、契約後は業者と
連絡が取れなくなるなど、出資金の払い戻しができない
場合がほとんどで、被害の回復が困難です。絶対儲かる
などということはありえません。このような業者から勧
誘を受け困ったと思ったら直ちに竹田市役所市民課窓口
まで！
●お問い合せ
　竹田市市民課消費生活相談窓口
　　☎63-4834　・8:30 〜 17:00 （月〜金・平日のみ）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　　☎097-534-0999

募　集
竹田市陽目の里名水茶屋及びキャンピン
グパークの指定管理者を公募します
　竹田市では、地方自治法及び竹田市陽目の里条例の規
定に基づき交流施設「陽目の里名水茶屋」及び「キャン
ピングパーク」において管理・運営を行う指定管理者を
公募します。
１．施設の概要
　名　　称：「陽目の里名水茶屋」及び「キャンピングパーク」
　所　在　地：竹田市荻町陽目371番地外
　指定期間：平成24年４月１日〜平成29年３月31日
２．募集要項
　募集期間：平成23年10月３日〜 10月24日
　要綱詳細：業務内容や応募資格等の詳細については、
　　　　　　竹田市荻支所産業建設課にお問い合わせく

ださい。
●お問い合せ　竹田市荻支所産業建設課　☎68-2115

第21回親子と土木のふれあい見学会参加者募集
日　　時　11月12日㈯　9:00 〜 16:00　※雨天決行
集合場所　県庁等（駐車場の数に限りがありますので、

公共交通機関等ご利用ください）
見学場所　稲葉ダム（竹田市）、中九州横断道路大野竹

田道路（豊後大野市〜竹田市）工事現場
対　　象　小学生以上と保護者
参　加　費　１人200人（昼食は無料）
定　　員　100人（多数時は抽選）
●お申込み・お問い合せ　ハガキまたはＥメールで、参

加者全員の住所、氏名、年齢、電話番号、お車でお越
しの方はその旨を10月21日㈮〔必着〕までに大分県
建設政策課「土木の日窓口」（〒870-8501大手町3丁
目1-1）☎097-506-4555

　Email:a18700@pref.oita.lg.jp

第16回ふるさと再発見ツアー参加者募集
　竹田の先人「田能村竹田」と交流が深かった漢学者・
歴史家・思想家である「頼山陽」。楽しくお酒を酌み交
わし陽明学や芸術などについて語りあったであろう田能
村竹田と頼山陽の足跡と、秋薫る耶馬渓の紅葉と歴史を
巡る旅を企画致しました。是非みなさまお誘い合わせの
うえ、ご参加お待ち申し上げます。
日　時　11月8日㈫　「花水月」7:50集合
参加料　5,000円　※雨天決行
コース　花水月→長者原→頼山陽記念碑→洞門パティオ

（昼食）→オランダ橋→青の洞門→耶馬渓風物
館→町田バーネット牧場→八丁原→花水月

●お問い合せ・お申込み
　竹田市観光ツーリズム協会竹田支部　☎63-2638

講　座
「遺産相続と登記」の市民講座参加者募集
日　　時　10月28日㈮　14:00 〜 15:30
場　　所　大分地方法務局竹田支局会議室
　　　　　（竹田市大字会々 1525-8）
内　　容  戸籍謄本の見方や相続登記を行う際の必要事

項についてお話します
募集定員　10名
申込期限  10月27日㈭まで
●お申込み・お問い合せ
　大分地方法務局竹田支局　☎62-2315（担当：大津）

❸
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が
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相　談
職業病相談会
〜じん肺・アスベスト・振動病・騒音性難聴〜
　「じん肺」「アスベスト」「振動病」「騒音性難聴」など
の職業病と思われる症状でお悩みの方、お気軽にお越し
ください。
日　　時　10月９日㈰　10:00 〜 14:30
場　　所　竹田市文化会館小会議室　※相談料無料
●お問い合せ　建交労九州支部大分分会
　　　　　　　☎0972-23-4555

司法書士無料法律相談
相談内容　登記・供託・訴訟等
日　　時　①10月22日㈯　13:00 〜 16:00
　　　　　②10月29日㈯　13:00 〜 16:00
場　　所　①NTT西日本大分支店竹田ビル
　　　　　②NTT西日本大分支店三重ビル
相談担当　大分県司法書士会会員
●お問い合せ　大分県司法書士会豊肥支部　☎62-2611

健康診断
竹田市健診日程 （市内全域） 

実施月日 受付時間 対象地区 会　場 

10／２㈰ 8:00
〜10:00

都合で受診で
きなかった方

竹田市総合社会福
祉センター

10／23㈰ 8:00
〜10:00

都合で受診で
きなかった方

竹田市総合社会福
祉センター

※乳がん検診は事前予約要

大腸内視鏡検査事前説明会 
実施月日 受付時間 会　場 

10／17㈪ 10:00〜 竹田市総合社会福祉センター
（検査日は11／4、11／7、11／8）

10／17㈪ 13:30〜 荻福祉健康エリア
（検査日は10／27）

10／20㈭ 10:00〜 久住保健センター
（検査日は11／2）

10／20㈭ 13:30〜 直入保健福祉センター
（検査日は10/28）

●お問い合せ　竹田市健康増進課　☎63-4810

福　祉
第７回歳末助け合いチャリティーショー出演者募集
開催日時　平成23年12月３日㈯
　　　　　午前の部9:30開演　午後の部14:30開演
開催場所　竹田市文化会館大ホール
申込期限　平成23年10月31日㈪
出演時間　舞踊５分以内、寸劇15分以内、能・神楽・

和太鼓は10分以内、その他は５分以内（カ
ラオケは不可）

出演資格　市内に住所を有する者、または市内に勤務す
る者で構成する団体・グループまたは個人と
し、危険を伴う内容、公序良俗に反するもの
でないこと。団体出演は1団体１演目。舞踊

は１会派１演目とし、指導免許を有する者が
必ず出演すること。

＊出演者の諸経費、出演料、交通費、出演に必要な諸経
費及び物品などは、すべて出演者側で負担をお願いし
ます。

●お申込み・お問い合せ
　竹田市社会福祉協議会☎63-1544 または社会福祉協
議会各支所（荻☎68-3050　久住☎64-3823　直入☎
75-2216）、竹田市福祉事務所☎63-4811

『子ども手当制度』が変わります
　平成23年10月から子ども手当制度が変わります。
　現在子ども手当を受給している方も含め、支給要件に
該当する全ての方は申請が必要です。
　対象世帯には10月中に申請書類を発送しますので、
手続きをお願いします。
◇支給月額

区  　　　　分 平成23年10月から
平成24年３月まで

0歳〜 3歳未満（一律） 15,000円
3歳〜小学校修了前（第1子・第2子） 10,000円
3歳〜小学校修了前（第3子以降） 15,000円
中学生（一律） 10,000円
※第何子目かは、18歳に達する日以後最初の３月31日

までの間にある子の中で数えます。
◇所得制限
　なし（平成24年６月以降の手当から所得制限の導入
を実施予定）
◇支給要件の変更点
　・子どもに対する国内居住要件を設ける（留学中の場

合等を除く）
　・児童養護施設に入所している子ども等については、

施設の設置者等に支給する。
　・未成年後見人や父母の指定する者へ、父母と同様の

要件で手当を支給する。
　・監護・生計同一要件を満たす者が複数いる場合、子

どもと同居している者へ支給する（単身赴任の場合
を除く）。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　子育て支援係
　　　　　　　☎63-4811（直通）

催　し
平成23年度大分県農林水産祭　おおいたみのりフェスタ

【農・林業部門】
　（第35回大分県農業祭・第34回木と暮らしのフェア）
日　　時　10月22日㈯〜 23日㈰ 9:30 〜 16:30
場　　所　別府公園（別府市野口原）
主な行事　ふるさと産直・地域とれたれ市、ふるさとの

味レストラン、畜産フェスタ、大分ふるさと
グルメ館、親子木工教室ほか

【水産部門】（第30回大分県水産振興祭）
日　　時　10月29日㈯ 9:30 〜 15:30
　　　　　　　30日㈰ 9:00 〜 15:00
場　　所　亀川漁港（別府市亀川）
主な行事　産地直売コーナー、浜の母ちゃんの味コー

ナー、ブリ・ウナギのつかみどりほか
●お問い合せ　大分県農林水産祭実行委員会事務局
　☎097-506-3544 〔水産部門〕大分県農林水産部漁業

管理課　☎097-506-3914
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九州矯正展
日　時　11月19日㈯・20日㈰
場　所　大分刑務所（大分市大字畑中303番地）
内　容　刑務作業製品展示販売、所内見学、刑務作業体

験・実演コーナーほか
●お問い合せ　大分刑務所　☎097-546-3153

第１回岡の里西南戦争竹田戦講座
日　　時　10月22日㈯　10:00 〜 12:00
場　　所　竹田市文化会館大会議室
内　　容　「竹田士族は形勢不利の中、なぜ西郷軍に与

したか」〔講師　藤島純髙〕
参　加　費　500円（中高生無料）
申込締切　10月18日㈫
●お申込み・お問い合せ　竹田創生館　☎62-4100

第14回直入愛育まつり＆見て・みてクーニャンコンテスト
日　時　11月2日㈬　8:00 〜 13:00
場　所　直入中央グラウンド及び直入公民館ホール
内　容   グラウンドゴルフ、クーニャンコンテスト、健康

づくり講演会ほか
●お問い合せ　竹田市直入支所いきいき市民課
　　　　　　　☎75-2211��

道守活動
きれいな道沿いでお出迎え

〜道守団体が国道57号線を清掃〜
　七ツ森古墳（竹田市戸上）で開催される『第14回七
ツ森彼岸花祭り』を前に、９月９日、竹田地区道守団体
と国土交通省および竹田市が共同で『道守活動』の一環
として、国道57号線沿いの清掃を行いました。
　毎年、彼岸花まつりに市外から多くの観光客が訪れる
ことから「きれいな花でおもてなしをしょう」と、清掃
後に色鮮やかなマツバギクを歩道に植えました。

　今回は、道の清掃や花
植えなどのボランティア
活動を行う『道守団体』
として豊の船菅生支部、

「中九州横断道路」早期
完成を願う女性の会、株
式会社高山組ほか、約
40名が参加しました。

観光振興
ドライブ・バイキングキャンペーン
　10月１日㈯から12月25日㈰まで荻・久住・直入の（飲
食関係事業所、宿泊事業所）55の事業所が参加し、「ド
ライブ・バイキング・キャンペーン」を実施します。
　このキャンペーンは昨年度好評につき第２弾！
　九州アルプス地域の食の豊かさを実感していただき、
グルメ観光のメッカであることを普及させ、地域観光の
振興につなげることを目的としています。
ペア宿泊券、ペア食事券など、豪華景品が当たるスタン
プラリーを同時に行います。是非参加ください。
●お問い合せ　九州アルプス観光振興推進協議会事務局
　　　　　　　☎76-0151

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①自動車整備員 ２人12.6 〜 20万　②保育士１人14.3
万　③事務員１人12.4 〜 16.3万　④清掃作業員１人14
〜 20万　⑤重機オペレーター１人14.4 〜 24万　⑥野
菜漬物工３人12.6万　⑦運搬作業員１人16.8万　⑧牧
場作業員１人17.5万　⑨大工４人16 〜 24万　⑩医薬品
製造員２人13 〜 18万円　⑪バス運転手１人15 〜 18万 
⑫接客・配膳係１人13.4 〜 14.9万円

〔パート求人（時給）〕
⑬ホームヘルパー２人1200 〜 1450円　⑭洗い場係１
人720 〜 900円　⑮事務員１人700 〜 1000円　⑯販売
員３人650 〜 700円　⑰食肉加工・配達１人650円　⑱
製造員１人650 〜 700円　⑲惣菜調整工１人700円　⑳
接客係１人1000 〜 1200円　㉑客室清掃員１人750 〜
800円　㉒給食調理員２人650円　㉓清掃係１人700円 
㉔ホールスタッフ１人850 〜 900円

再就職応援セミナー
　介護の資格をお持ちの方で、現在福祉の仕事に就い
ていない方を対象
日　　時　11月12日㈯9:00 〜 17:30
場　　所　iichiko総合文化センター 4階中会議室
内　　容　①介護保険制度について
　　　　　②コミュニケーションについて
　　　　　③介護技術　④施設見学・福祉用具見学
募集締切　11月5日㈯
費　　用　受講料無料
●お問い合せ　一般社団法人 大分県介護福祉士会
　　　　　　　☎097-551-6555

❼

↑清掃活動に汗を流す道守団体のみなさん
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

10月１日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田こども診療所 0974-63-3838

10月２日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月８日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田こども診療所 0974-63-3838

10月９日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
10月10日㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月15日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田こども診療所 0974-63-3838

10月16日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月22日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田こども診療所 0974-63-3838

10月23日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月29日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田こども診療所 0974-63-3838

10月30日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
11月３日㈭ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11月５日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田こども診療所 0974-63-3838

11月６日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所　（☎0974-22-0162）

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

10月２日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
10月９日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
10月10日㈪ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
10月16日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
10月23日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
10月30日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

たけた市民チャンネル10月特番情報
◇第４回奥豊後の踊りを楽しむ夕べ
　９月３日㈯に、竹田市文化会館大ホールで開催された

「第4回奥豊後の踊りを楽しむ夕べ」の模様をお届けし
ます。今回完成した「竹田おどり」の披露や、竹田、久住、
直入地区の伝統的な民謡や、音頭なども披露されました。
みなさんもテレビの前でご一緒に踊りましょう。	

【放送日】10月8日、15日、22日、29日、
　　　　  11月5日　土曜日　17:00 〜

◇たけた協育の集い「動かせ！地域の歯車」
　９月２日㈮に、くじゅうサンホールで行われた「たけ
た協育の集い〜動かせ！地域の歯車〜」。放課後子ども
教室の事例発表や大分大学高等教育開発センターの中
川忠宣教授による講演等が行われました。竹田市の教育
の現状についてご一緒に考えてみましょう。

【放送日】10月9日、16日、23日、30日、
　　　　　11月6日　日曜日　14:00 〜

◇大河ドラマ「篤姫」（毎週月曜更新）
　薩摩藩島津家の分家の娘から徳川13代将軍・家定の
御台所となり、江戸城無血開城に大きな役割を果たした
篤姫の波乱万丈の生涯。〔全50回〕

【放送日】㈪8:00 〜・㈫15:00 〜・㈬17:00 〜・
　　　　㈭20:00 〜・㈮19:00 〜・㈯23:00 〜・㈰12:00 〜

・第７回　「父の涙」（10/3 〜 9）
・第８回　「お姫さま教育」（10/10 〜 16）
・第９回　「篤姫誕生」（10/17 〜 23）
・第10回　「御台所への決心」（10/24 〜 30）
・第11回　「七夕の再会」（10/31 〜 11/6）
※都合により番組内容が一部変更する場合があります。
●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター
　　　　　　　☎76-1415

❽

竹田の話題がまるごと観られるのはＴＣＴだけ !!

たけたケーブルテレビ
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